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人
権
を
考
え
る


「
み
ん
な
で
築
こ
う 


人
権
の
世
紀 


〜
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち 


育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
〜
」


「
人
権
」
と
は


●
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
つ
権
利


●
人
が
人
ら
し
く
生
き
る
権
利


●
す
べ
て
の
人
が
幸
せ
に
な
れ
る
権
利


　


人
権
は
、
誰
に
と
っ
て
も
身
近
で
大
切
な


も
の
で
、
幸
せ
を
思
い
や
る
こ
と
に
よ
っ
て


日
々
守
ら
れ
て
い
く
べ
き
も
の
で
す
。


特 
集


主
な
「
人
権
課
題
」


●
女
性


●
子
ど
も
・
高
齢
者


●
障
害
の
あ
る
人


「
人
権
」
を
侵
害
さ
れ
た
ら


　


一
人
で
悩
ま
ず
、
左
記
の
窓
口
や
委
員
へ


相
談
し
て
く
だ
さ
い
。


■
山
口
地
方
法
務
局
萩
支
局


℡
０
８
３
８
‐
２
２
‐
０
４
７
８


■
み
ん
な
の
人
権
一
一
〇
番


　


℡
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０


　
（
最
寄
り
の
法
務
局
に
つ
な
が
り
ま
す
）


■
子
ど
も
の
人
権
一
一
〇
番


　


℡
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０


■
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン


　


℡
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０


■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
窓
口


 
・
パ
ソ
コ
ン
か
ら


　


h
ttp
://w


w
w
.m
oj.g
o.jp
/JIN


KEN
/


　


jin
ken
113.h


tm
l


 


・
携
帯
電
話
か
ら


　


h
ttp
://w


w
w
.jin
ken
.g
o
.jp
/


　


so
u
d
an
/m
o
b
ile/0


0
1
.h
tm
l


■
人
権
擁
護
委
員
（
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
）


窓
口
へ
相
談
・
被
害
の
申
告


法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る


聴
き
取
り
・
調
査


侵
犯
事
実
を
認
定


（
認
定
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
）


▲三隅保育園での出前教室


    


救
済
措
置
を
実
施


    


①
援
助
：
被
害
の
救
済
、
予
防
の
た
め


　


  　


    　


   


の
助
言
・
関
係
機
関
へ
紹
介


    


②
調
整
：
当
事
者
間
の
関
係
調
整


    


③
要
請
：
被
害
救
済
の
た
め
に
実
効
的


　
　


 　
　


   


な
対
応
が
で
き
る
も
の
に
対


　
　


 　
　


   


し
必
要
な
措
置
を
執
る
よ
う


　
　


 　
　


   


求
め
る


    


④
説
示
：
人
権
侵
害
を
行
っ
た
者
に
対


　
　
　
　


    


し
て
改
善
を
求
め
る


処
理
結
果
通
知
・
ア
フ
タ
ー
ケ
ア


Part1


平
成
27
年
度
長
門
市
人
権


フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル


　


市
で
は
、
人
権
に
関
わ
る
問
題
へ
の
理
解


と
認
識
を
深
め
る
こ
と
、
さ
ら
に
人
権
問
題


の
解
決
を
自
ら
の
課
題
と
し
て
受
け
止
め
、


人
権
尊
重
の
生
き
方
を
全
市
民
に
広
め
て
い


く
こ
と
を
目
指
し
て
、「
長
門
市
人
権
フ
ェ


ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。


●
日
時　


12
／
12 


（土）　


13
：
30
〜


※
受
付
は
13
：
00
〜


●
場
所　


ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や


●
入
場
料　


無
料


●
内
容


・
人
権
作
文
・
人
権
の
花
の
表
彰


・
更
生
保
護
に
つ
い
て
の
講
話


・
講
演
「
い
た
だ
く
命
、
つ
な
い
で
い
く
命


〜
命
の
現
場
か
ら
見
え
て
き
た
も
の
〜
」


　


講
師　


内
田
美
智
子
氏
（
助
産
師
）


●
申
込
方
法
　
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課


　
（
教
育
委
員
会
内
）・
各
公
民
館
・
図
書
館
・


　


日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
申
込
用


　


紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出


●
そ
の
他


 


・
無
料
バ
ス
を
運
行
（
乗
車
場
所
：
日
置
農


　


村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
／
山
口
県
漁
協
黄


　


波
戸
支
店
／
三
隅
公
民
館
／
長
門
市
役
所


　


南
側
駐
車
場
／
通
公
民
館
／
山
口
県
漁
協


　


長
門
統
括
支
店
／
俵
山
公
民
館
）


 


・
託
児
を
行
い
ま
す
（
保
険
代
100
円
）


人
権
侵
犯
事
件
の
調
査
救
済


山
口
県
人
権
推
進
指
針


　


山
口
県
で
は
平
成
14
年
に
人
権
に
関
す


る
総
合
的
な
取
組
を
推
進
す
る
た
め
の
基


本
指
針
「
山
口
県
人
権
推
進
指
針
」
が
策


定
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
、
社
会
情


勢
の
変
化
や
新
た
な
人
権
課
題
が
生
じ
た


こ
と
か
ら
改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。


《
基
本
理
念
》


　


す
べ
て
の
県
民
が
、
家
庭
、
地
域
、
職


場
、
学
校
、
施
設
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
場


に
お
い
て
、
人
と
し
て
の
尊
厳
が
損
な
わ


れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
人
格
が
尊
重
さ


れ
、
他
人
の
人
格
を
尊
重
し
て
自
由
で
平


等
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、


一
人
ひ
と
り
が
か
け
が
え
の
な
い
尊
い
生


命
（
い
の
ち
）
の
主
体
者
で
あ
る
と
い
う
、


人
間
尊
重
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、


▲ふるさとまつりでの啓発活動


啓
発
活
動
を
実
施
中


　


街
頭
や
イ
ベ
ン
ト
時
に
人
権
に
つ
い
て
呼


び
か
け
る
「
街
頭
啓
発
」、
保
育
園
な
ど
で


の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
「
出
前
教
室
」、


小
学
校
で
花
を
植
え
る
「
人
権
の
花
運
動
」


な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。


▲人権擁護委員による街頭啓発


▲人権の花運動
　（上 : 通小学校、下 : 向津具小学校）


「
県
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ


た
心
豊
か
な
地
域
社
会
」の
実
現
に
向
け
、


総
合
的
に
人
権
に
関
す
る
取
組
を
推
進
し


ま
す
。


《
キ
ー
ワ
ー
ド
》


じ
ゆ
う
（
自
由
）


　


だ
れ
も
が
、
人
と
し
て
大
切
に
さ
れ
、   


自
由
に
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き


る
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。


び
ょ
う
ど
う
（
平
等
）


　


だ
れ
も
が
、
社
会
の
一
員
と
し
て
等
し


く
参
加
・
参
画
し
、
個
性
や
能
力
を
十
分


に
発
揮
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ


し
ま
す
。


い
の
ち
（
生
命
）


　


だ
れ
も
が
、
尊
い
生
命
の
主
体
者
と
し


て
大
切
に
さ
れ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
め


ざ
し
ま
す
。


※
無
料
バ
ス
や
、
託
児
を
利
用
す
る
人
は
、


　


12
／
２
（水）
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い


●
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
つ
い
て
の
申
し


　
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
ス
ポ
ー


　


ツ
振
興
課　
　
　
　
　


℡
23
‐
１
２
５
９


■
本
特
集
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ


　


市
民
課
人
権
推
進
室　


℡
23
‐
１
２
９
９


※
次
号
で
は
特
集
「
人
権
を
考
え
る
」
パ
ー


　


ト
２
を
掲
載
し
ま
す


●
同
和
問
題


●
ア
イ
ヌ
の
人
々


●
外
国
人


●
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
な
ど


●
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人


●
犯
罪
被
害
者
な
ど


●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害


●
北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
被
害


　


者
な
ど


●
ホ
ー
ム
レ
ス


●
性
的
指
向


●
性
同
一
性
障
害
者


●
人
身
取
引


●
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人
権
問
題


○
長
門
地
区


　


笹
原
芳
正
、
南
野　


新
、
野
口
陽
子


○
三
隅
地
区　


藪
木
則
敏
、
田
中
裕
子


○
日
置
地
区　


山
崎
陽
子
、
高
藤
唯
信


○
油
谷
地
区　


加
茂
善
成
、
中
川
美
智
子


※
相
談
日
時
な
ど
は
市
民
課
人
権
推
進
室
へ


　


問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い


　


基
本
的
人
権
お
よ
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た
め
に
、
昭
和
23
年
12
月


10
日
の
国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
、
こ
れ


を
記
念
し
て
、
採
択
日
の
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。


　


こ
の
日
を
最
終
日
と
す
る
一
週
間
は
「
人
権
週
間
」
で
す
。
67
回
目
の
今


年
は
12
月
４
日
（金）
か
ら
10
日
（木）
ま
で
、
各
種
啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
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防
災
行
政
無
線
施
設
（
同
報
系
）
運
用
開
始


市
民
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に


　


災
害
時
に
避
難
情
報
な
ど
を
迅


速
に
住
民
に
伝
え
る
こ
と
な
ど
を


目
的
と
し
た
防
災
行
政
無
線
施
設


（
同
報
系
）
の
運
用
が
11
月
１
日
（日）


か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。


　


運
用
開
始
前
に
、
大
西
市
長
が


防
災
行
政
無
線
を
通
じ
て
市
民
に


対
し
て
こ
の
設
備
に
つ
い
て
の
説


明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
正


午
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
サ
イ


レ
ン
に
代
わ
り
、
市
内
65
ヵ
所
の


子
局
か
ら
メ
ロ
デ
ィ
チ
ャ
イ
ム
に


よ
る
時
報
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。


　


今
後
は
、
災
害
発
生
時
の
避
難


情
報
、
国
民
保
護
情
報
な
ど
の
緊


急
放
送
、
時
報
、
行
政
情
報
の
お


知
ら
せ
を
行
う
行
政
放
送
が
行
わ


れ
ま
す
。


　


今
年
で
31
回
目
と
な
る
「
い
き


い
き
の
び
の
び
な
が
と
ふ
る
さ
と


ま
つ
り
」
が
10
月
25
日
（日）
、
長
門


市
役
所
周
辺
を
会
場
に
開
催
さ
れ


ま
し
た
。
仙
崎
小
鼓
笛
隊
や
市
内


中
学
生
・
高
校
生
に
よ
る
吹
奏
楽
、


ダ
ン
ス
、
和
太
鼓
な
ど
の
ス
テ
ー


ジ
、
36
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
恒
例


の
綱
引
き
大
会
な
ど
が
会
場
を
大


い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。


　


会
場
に
は
や
き
と
り
を
は
じ
め


と
す
る
長
門
名
物
の
料
理
や
食
の


ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
考
案
さ
れ
た


メ
ニ
ュ
ー
が
並
び
、
グ
ル
メ
を
満


喫
す
る
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。


　


祭
り
を
締
め
く
く
る
「
Ｒ
Ｅ
Ｂ


Ｏ
Ｒ
Ｎ
！
な
が
と
市
民
総
踊
り
」


で
は
、市
内
か
ら
の
14
団
体
が「
最


優
秀
な
が
と
市
民
総
踊
り
大
賞
」


を
目
指
し
て
、
団
体
ご
と
に
工
夫


し
た
衣
装
を
ま
と
い
踊
り
を
披
露


し
ま
し
た
。


　


11
月
１
日
（日）
に
は
ラ
ポ
ー
ル
ゆ


や
駐
車
場
で
「
２
０
１
５
ふ
れ
あ


い
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
in
ゆ
や
」
が


開
催
さ
れ
ま
し
た
。


　


や
き
と
り
や
鯛
寿
司
な
ど
飲
食


物
を
は
じ
め
、
地
元
の
企
業
・
団


体
に
よ
る
海
産
物
や
野
菜
、
草
花


な
ど
の
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
た
ほ


か
、
陶
芸
や
ミ
ニ
SL
乗
車
と
い
っ


た
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
大
浦
地
区
で


養
殖
さ
れ
た
約
100 


kg
の
マ
グ
ロ
の


解
体
実
演
販
売
が
人
気
を
集
め
、


フ
ィ
ナ
ー
レ
の
餅
ま
き
ま
で
多
く


の
人
が
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。


長
門
地
区
・
油
谷
地
区
で
ふ
る
さ
と
ま
つ
り


グ
ル
メ
と
ス
テ
ー
ジ
を
満
喫


第
47
回
俵
山
地
区
文
化
産
業
祭


俵
山
中
最
後
の
子
ど
も
歌
舞
伎


　


来
年
３
月
の
俵
山
中
学
校
の
閉


校
に
伴
い
、
平
成
17
年
に
始
ま
り


今
回
で
最
後
と
な
る
俵
山
中
学
校


の
子
ど
も
歌
舞
伎
が
11
月
８
日


（日）
、
俵
山
小
・
中
学
校
体
育
館
周


辺
を
会
場
に
行
わ
れ
た
「
第
47
回


俵
山
地
区
民
文
化
産
業
祭
」
で
披


露
さ
れ
ま
し
た
。


　


俵
山
中
学
校
２
・
３
年
生
の
子


ど
も
歌
舞
伎
「
五
人
三
番
叟
」
は
、


閉
校
事
業
の
一
環
と
し
て
午
前
と


午
後
の
２
回
行
わ
れ
、
上
演
後
の


会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま


し
た
。


　


平
成
18
年
の
国
民
文
化
祭
、
今


年
８
月
の
全
国
中
学
校
総
合
文
化


祭
東
京
大
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場


所
で
披
露
し
て
き
ま
し
た
が
、
今


回
で
俵
山
中
学
校
と
し
て
の
上
演


の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。


一
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
試
験
に
合
格


県
内
高
校
生
で
8
人
目
の
快
挙


　


９
月
27
日
（日）
に
山
口
県
セ
ミ


ナ
ー
パ
ー
ク
で
実
施
さ
れ
た
一
級


ボ
イ
ラ
ー
技
士
試
験
に
、
大
津
緑


洋
高
校
3
年
の
長
瀬
由
希
さ
ん（
日


置
中
村
）
が
合
格
し
ま
し
た
。
県


内
の
高
校
生
で
は
８
人
目
と
な
る


快
挙
で
、
８
月
中
旬
か
ら
試
験
日


ま
で
、
延
べ
２
、８
０
０
問
を
解
い


て
試
験
に
臨
み
ま
し
た
。


▲防災の日や選挙の日には、サイレンの吹聴が行われる


新
庁
舎
建
設
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催


新
し
い
市
庁
舎
へ
の
意
見
を


　


平
成
31
年
度
の
供
用
開
始
を
目


指
し
て
市
が
進
め
て
い
る
庁
舎
の


建
て
替
え
に
つ
い
て
、「
長
門
市
庁


舎
建
設
基
本
計
画
」
の
策
定
に
市


民
の
意
見
を
取
り
入
れ
よ
う
と
、


11
月
７
日
（土）
、
市
役
所
で
新
庁
舎


建
設
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
新


し
い
庁
舎
を
み
ん
な
で
考
え
よ
う
」


が
開
か
れ
ま
し
た
。


　


市
内
か
ら
参
加
し
た
約
20
人
の


参
加
者
は
、
老
朽
化
の
進
ん
だ
庁


舎
見
学
を
行
っ
た
後
、
テ
ー
ブ
ル


ワ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
、
現
庁
舎
の


問
題
点
や
新
庁
舎
へ
の
ア
イ
デ
ィ


ア
を
出
し
合
い
共
有
し
ま
し
た
。


　


翌
８
日
（日）
に
は
、
市
内
の
中
学


生
を
対
象
と
し
た
同
様
の
ワ
ー
ク


シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
ま
し
た
。


▲長瀬さん（右）と指導した藤本先生


通
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
発
足


集
落
機
能
再
生
を
目
指
し
て


　


少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
弱


体
化
し
つ
つ
あ
る
集
落
機
能
を
再


生
す
る
た
め
、
10
月
21
日
（水）
、
通


地
区
に
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
誕


生
し
ま
し
た
。


　


協
議
会
会
長
に
選
ば
れ
た
新
谷


勇
さ
ん
は
、「
皆
さ
ん
の
協
力
を
得


な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て


い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。


▲市内では6つめのまちづくり協議会


▲さまざまな団体が工夫した衣装で参加した長門市民総踊り


▲ふれあいふるさとまつり in ゆやでの餅まきのようす


▲毎年文化産業祭で披露されていた俵山中子ども歌舞伎


▲テーブルワーキングで意見を出し合う参加者


▲俵山中学校閉校事業として 68期にわたる卒業生の写真も展示
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ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口
２
０
１
５


往
年
の
プ
レ
ー
に
歓
声
沸
く


　


10
月
17
日
（土）
か
ら
20
日
（月）
に
か


け
て
山
口
県
で
開
催
さ
れ
た
ね
ん


り
ん
ピ
ッ
ク
（
全
国
健
康
福
祉
祭
）。


長
門
市
で
は
18
日
（日）
と
19
日
（月）


に
俵
山
ス
パ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
ラ
グ


ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
交
流


大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。


　


選
手
た
ち
は
元
気
に
ボ
ー
ル
を


追
い
か
け
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
縦
横


無
尽
に
駆
け
回
り
ま
し
た
。
選
手


15


滝
坂
神
楽
舞
奉
納


未
明
ま
で
続
く
伝
統
の
舞


　


11
月
２
日
（月）
、
今
年
も
三
隅
黄


幡
社
の
例
祭
で
「
滝
坂
神
楽
舞
」


が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。


　


舞
は
約
２
ｍ
四
方
の
む
し
ろ
の


上
で
行
わ
れ
、
訪
れ
た
地
域
住
民


ら
約
80
人
を
前
に
今
年
も
足


あ
し
な
ら
し均
を


皮
切
り
に
、
20
時
か
ら
翌
３
日
の


１
時
ま
で
20
の
演
目
を
披
露
し
ま


し
た
。


旧
文
洋
小
学
校
で
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
く
会


懐
か
し
い
思
い
出
が
よ
み
が
え
る


　


今
か
ら
15
年
前
に
、
文
洋
小
学


校
開
校
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て


埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封


す
る
会
が
11
月
８
日
（日）
、
旧
文
洋


小
学
校
で
行
わ
れ
、
当
時
の
在
校


生
や
先
生
、
保
護
者
な
ど
約
30
人


が
参
加
し
ま
し
た
。
カ
プ
セ
ル
が


開
く
と
、「
懐
か
し
い
」
と
い
う
声


が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。


▲地区の保存会が舞を伝える▲タイムカプセルから思い出を取り出す


が
タ
ッ
ク
ル
を
か
わ
し
ト
ラ
イ
す


る
と
、
応
援
席
の
観
客
か
ら
歓
声


が
沸
き
ま
し
た
。


　


今
回
の
交
流
大
会
に
は
、
全
国


か
ら
25
チ
ー
ム
、
約
500
人
が
参
加


し
、
元
日
本
代
表
か
ら
な
る
「
桜


と
シ
ダ
の
会
」
も
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ


ン
と
し
て
加
わ
り
、
大
会
に
花
を


添
え
ま
し
た
。


　


大
会
を
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。


試 合 結 果


▲長門市からも 6人が参加した山口県チーム（写真はＡチーム）


▲桜とシダの会と長門ノーサイドクラブ（黒のジャージ）


※
仕
事
は　


　


フ
ロ
ン
ト
業
務
と
し
て
、
宿
泊


　


客
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
や
チ
ェ
ッ


　


ク
ア
ウ
ト
、
館
内
施
設
の
案
内
な


　


ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。


※
就
職
の
き
っ
か
け
は　


　


高
校
時
代
に
経
験
し
た
ア
ル
バ
イ


　


ト
を
通
し
て
、
接
客
業
に
興
味
を


　


抱
い
た
か
ら
で
す
。
お
客
様
か
ら


　


感
謝
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
と
き


　


に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
ね
。


※
休
日
の
過
ご
し
方
は　


　


友
人
と
の
ド
ラ
イ
ブ
や
、
映
画
鑑


　


賞
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。


笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
最
高
の
お
も
て
な
し
を
。


   


松ま


つ


お


か岡 


綾り
ょ
う 


さ
ん


※
長
門
市
の
好
き
な
場
所
は　


　


晴
れ
た
日
に
、
青
海
島
の
観
光
汽


　


船
か
ら
見
る
絶
景
の
海
で
す
。


※
今
後
の
目
標
は　


　


市
内
の
観
光
地
や
飲
食
店
な
ど
を


　


尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
た
め
、


　


さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
身
に
つ
け
て


　


早
く
一
人
前
に
な
る
こ
と
で
す
。


※
最
後
に
一
言　


　


ボ
ウ
リ
ン
グ
や
芝
居
小
屋
な
ど
の


　


ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
が
そ
ろ


　


う
ホ
テ
ル
西
京
。
お
子
様
か
ら
ご


　


年
配
の
皆
様
ま
で
、
フ
ロ
ン
ト
で


　


来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。


 熱血！
新鮮力


門の長 門の


（
湯
本
観
光
ホ
テ
ル
西
京


／
東
深
川
藤
中
区
）


　岩手県　　13  -   5　山口県 A
　大阪府　　28  - 1 4　群馬県
　宮崎県　　22  -   0　名古屋市
　福岡市　　50  -   7　富山県
　滋賀県　　31  -   7　北九州市
　千葉県　　26  -   7　広島市
　神戸市　　14  - 1 2　石川県
　静岡県　　22  - 1 4　長崎県
　京都府　　22  -   5　秋田県
　埼玉県　　12  - 10　兵庫県
　鹿児島県　22  - 12　愛知県
　徳島県　　31  -   0　岐阜県
　岐阜県　　  7  -   5　鹿児島県
　兵庫県　　19  - 10　秋田県
　石川県　　  7  -   5　徳島県
　愛知県　　36  -   7　神戸市
　京都府　　17  -   5　静岡県
　長崎県　　41  -   5　埼玉県
　福岡市　　26  -   5　千葉県
　名古屋市　19  -   0　広島市
　北九州市　33  - 31　群馬県
　滋賀県　　21  -   0　宮崎県
　岩手県　　22  -   0　大阪府
　富山県　　  7  -   0　山口県Ｂ


   エキシビションマッチ
　桜とシダの会　22  -   5　  山口県
　桜とシダの会　17  - 1 0　長門ノーサイド


⑤


①


③


⑥


②


④


⑦
① 10月 17日にルネッサながとで行われた開始式で、歓迎の気持ちを表し
た油谷こどもミュージカル②選手宣誓は山口県チームの南部誓さん（仙崎
鳥越 2区）③桜とシダの会と長門ノーサイドクラブのエキシビションマッ
チ④俵山スパスタジアム近くの交差点には、スーパーかかしと歓迎メッ
セージでお出迎え⑤攻め込む山口県チーム⑥18日にはおもてなしコーナー
で鯨鍋が、19日には鶏鍋が振る舞われた⑦鯨鍋のなつかしい味を楽しむ選
手の皆さん
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身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た


長
門
市
非
常
勤
職
員
募
集


■
受
付
期
間


　


12
／
１


 （火）
〜
12
／
18 


（金）


■
採
用
予
定
人
員　


若
干
名


■
主
な
業
務
内
容　


パ
ソ
コ
ン
に
よ


　


る
文
書
作
成
、
計
算
事
務
、
窓
口


　


業
務
な
ど
の
一
般
事
務


■
受
験
資
格


・
昭
和
40
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま


　


れ
た
人


・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け


　


て
い
る
人


・
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
介
護


　


者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な


　


人
・
活
字
印
刷
文
に
よ
る
選
考
に
対
応


　


で
き
、
口
頭
に
よ
る
面
接
に
対
応


　


で
き
る
人


・
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は


　


受
験
で
き
ま
せ
ん


①
成
年
被
後
見
人
も
し
く
は
被
保
佐


　


人
②
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ


　


の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は
そ


　


の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な


　


る
ま
で
の
人


③
日
本
国
憲
法
の
施
行
の
日
以
後
に


　


お
い
て
、
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ


　


の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で


　


破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党


　


そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た


　


は
こ
れ
に
加
入
し
た
人


■
勤
務
条
件


・
雇
用
期
間


　


平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29


　


年
３
月
31
日
ま
で


※
勤
務
状
況
に
よ
っ
て
更
新
す
る
場


　


合
が
あ
り
ま
す


・
勤
務
時
間　


①
週
35
時
間
以
内
で
合
格
者
と
協
議


　


の
う
え
、
決
定
し
ま
す


②
休
憩
時
間
12
：
00
〜
13
：
00


③
土
・
日
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始


　


（
12
／
29
〜
１
／
３
）
を
除
く


︻
給
与
︼


①
時
間　


960
円


②
通
勤
手
当
相
当
分


︻
休
暇
︼


　


長
門
市
非
常
勤
職
員
な
ど
の
勤
務


　


時
間
、
休
暇
お
よ
び
給
与
な
ど
に


　


関
す
る
取
扱
要
綱
の
規
定
に
よ
る


︻
社
会
保
障
︼


　


健
康
保
険
法
お
よ
び
雇
用
保
険
法


　


の
定
め
に
よ
る


■
選
考
日
時　


平
成
28
年
１
月
中
旬


■
選
考
場
所　


長
門
市
役
所


■
選
考
の
方
法


・
作
文


　


文
章
に
よ
る
表
現
力
・
構
成
力


・
面
接　


主
と
し
て
人
物
・
性
格


■
合
格
発
表　


平
成
28
年
１
月
下
旬


※
結
果
は
、
文
書
で
受
験
者
全
員
に


　


通
知
し
ま
す


■
採
用
時
期　


平
成
28
年
４
月
１
日


■
受
験
手
続
き
お
よ
び
受
付
期
間


　


受
験
申
込
書
な
ど
を
企
画
総
務
部


総
務
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
本


庁
受
付
窓
口
、
各
支
所
、
各
出
張
所


に
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム


ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ


と
も
で
き
ま
す
。


■
受
験
の
申
し
込
み


①
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
る
場
合


　


受
験
申
込
書
に
自
筆
で
必
要
事
項


を
記
入
し
、
写
真
を
１
枚
貼
付
し
て


企
画
総
務
部
総
務
課
人
事
係
に
提
出


し
て
く
だ
さ
い
。


②
受
付
の
期
間


　


持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
る
場
合


は
、
土
曜
日
、
日
曜
日
お
よ
び
祝
日


を
除
き
、
12
月
１
日


（火）
か
ら
12
月
18


日
（金）
の
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま


で
受
け
付
け
ま
す
。


　


郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に


「
受
験
申
込
書
在
中
」
と
朱
書
き
し


て
く
だ
さ
い
。


　


な
お
、
12
月
18
日


（金）
ま
で
の
消
印


の
あ
る
も
の
を
有
効
と
し
ま
す
が
、


12
月
18
日


（金）
に
郵
送
す
る
場
合
は
、


速
達
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。


※
郵
便
で
受
験
申
込
書
を
請
求
す
る


　


場
合
に
は
、
120
円
分
の
切
手
を
貼


　


り
郵
送
先
を
記
入
し
た
Ａ
４
の
紙


　


が
入
る
封
筒
（
角
２
）
を
同
封
の


　


う
え
、
総
務
課
人
事
係
に
封
書
で


　


請
求
し
て
く
だ
さ
い


■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　


〒
７
５
９
‐
４
１
９
２


　


長
門
市
東
深
川
１
３
３
９
番
地
２


　


総
務
課
人
事
係


　


℡
23
‐
１
１
１
４


国
保
加
入
や
脱
退
の


届
出
は
忘
れ
ず
に


　


国
民
健
康
保
険
は
職
場
の
健
康
保


険
な
ど
と
は
違
い
、
加
入
す
る
と
き


や
脱
退
す
る
と
き
に
加
入
者
自
ら
が


届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。


　


手
続
き
は
異
動
が
あ
っ
た
日
か
ら


14
日
以
内
に
、
本
庁
保
険
課
や
各
支


所
、
出
張
所
の
窓
口
で
行
っ
て
く
だ


さ
い
。


■
加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
る
と


　


加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
に


　


さ
か
の
ぼ
っ
て
、
保
険
料
を
納
め


　


る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保


　


険
証
が
な
い
た
め
そ
の
間
の
医
療


　


費
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す


■
脱
退
の
手
続
き
が
遅
れ
る
と


　


国
民
健
康
保
険
と
、
他
の
健
康
保


　


険
の
二
重
に
保
険
料
を
請
求
さ
れ


　


ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の


　


資
格
が
無
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ


　


ら
ず
、
う
っ
か
り
国
民
健
康
保
険


　


の
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け


　


て
し
ま
う
と
、
国
民
健
康
保
険
で


　


負
担
し
た
医
療
費
を
後
で
返
さ
な


　


け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん


■ 


問
い
合
わ
せ


　


保
険
課
賦
課
管
理
係　
　
　
　
　


℡
23
‐
１
１
３
０


ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料


コ
ン
ビ
ニ
支
払
い
開
始


　


平
成
27
年
11
月
以
降
に
発
行
し
た


納
付
書
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス


ト
ア
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
の


支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し


た
。
従
来
ど
お
り
各
金
融
機
関
、
長


門
市
役
所
・
各
支
所
・
各
出
張
所
で


も
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。


平
成
27
年
県
選
奨　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す


芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労


陶
芸
家


 


田
原 


陶
兵
衛 


さ
ん


64
歳
︵
深
川
湯
本
三
ノ
瀬
区
︶


産
業
功
労


元
山
口
県
指
導
農
業
士


  


大
野 


耕
作 


さ
ん


70
歳
︵
三
隅
下
沢
江
︶


社
会
活
動
功
労


山
口
県
交
通
指
導
員


  


秋
山 


眞
之 


さ
ん


76
歳
︵
油
谷
新
別
名
東
大
坊
︶


償
却
資
産
の
申
告
は


２
月
１
日


（月）
ま
で
に


　


平
成
28
年
度
固
定
資
産
税
（
償
却


資
産
）
は
平
成
28
年
１
月
１
日
が
基


準
日
で
す
。
市
内
に
償
却
資
産
を
所


有
す
る
人
は
平
成
28
年
２
月
１
日


（月）


ま
で
に
、
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
へ


申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。


　


申
告
書
を
必
要
と
す
る
場
合
や
申


告
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
税
務
課
固


定
資
産
税
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く


だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
27
年
度
償
却


資
産
申
告
を
行
っ
た
所
有
者
に
は
、


別
途
通
知
し
ま
す
。


■ 


償
却
資
産
と
は　


土
地
お
よ
び
家


屋
以
外
の
事
業
に
使
用
す
る
こ
と


が
で
き
る
資
産
（
構
築
物
・
機
械


お
よ
び
装
置
・
船
舶
・
工
具
・
器


具
・
備
品
な
ど
）


 ︻
例
︼レ
ジ
ス
タ
ー
、業
務
用
冷
蔵
庫
、


　
　


事
業
用
の
パ
ソ
コ
ン


■ 


対
象
外


・ 


自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
対
象


と
な
る
自
動
車
な
ど


・ 


耐
用
年
数
が
１
年
未
満
ま
た
は
取


得
価
格
が
10
万
円
未
満
の
資
産


で
、
一
時
損
金
に
算
入
し
た
も
の


・ 


取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
資
産


で
、
３
年
間
の
一
括
償
却
を
選
択


し
た
も
の


○
太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
、
次


　


に
該
当
す
る
場
合
は
償
却
資
産
と


　


し
て
申
告
が
必
要
で
す
︒


・
法
人
・
個
人
（
事
業
用
）
が
設
置


・
個
人
（
住
宅
用
）
が
売
電
の
た
め


　


に
設
置
し
発
電
出
力
が
10 


kw
以
上


※
一
定
の
要
件
を
満
た
す
設
備
は
固


　


定
資
産
税
課
税
標
準
額
の
特
例
が


　


適
用
さ
れ
ま
す


■ 


問
い
合
わ
せ　


税
務
課
固
定
資
産


税
係　
　
　
　


℡
23
‐
１
１
２
５


　


な
お
、
次
の
場
合
は
コ
ン
ビ
ニ
エ


ン
ス
ス
ト
ア
で
利
用
で
き
ま
せ
ん
。


 


・
金
額
を
訂
正
し
た
場
合


 


・
指
定
納
付
期
限
を
過
ぎ
た
場
合


 


・
金
額
が
30
万
円
を
超
え
る
場
合


 


・
バ
ー
コ
ー
ド
印
字
が
な
い
、
バ
ー


　


コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
場
合


■ 


問
い
合
わ
せ


　


ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー


℡
23
‐
１
５
４
１


魅
力
あ
る「
道
の
駅
」の


整
備
に
向
け
て


　


市
で
は
、
平
成
27
年
３
月
に
仙


崎
地
区
を
長
門
市
の
交
流
拠
点
と


し
て
定
め
た
「
仙
崎
地
区
グ
ラ
ン


ド
デ
ザ
イ
ン
基
本
計
画
」
を
基
に


「
道
の
駅
」
の
整
備
を
進
め
て
い


ま
す
。


「
道
の
駅
開
設
準
備
室
」
で
は
、


商
品
の
販
売
や
出
店
な
ど
を
検
討


し
て
い
る
個
人
・
団
体
・
事
業
者


の
皆
さ
ん
に
向
け
た
個
別
説
明
・


相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。


　


今
後
の
予
定
や
道
の
駅
の
整


備
・
運
営
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、


確
認
し
た
い
こ
と
や
要
望
・
相
談


な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
問
い
合
わ


せ
て
く
だ
さ
い
。


■
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）


　


農
水
産
物
な
ど
の
直
売
所
の
新


設
と
現
シ
ョ
ッ
プ
青
海
島
（
情
報


発
信
施
設
）
の
改
修
を
段
階
的
に


実
施
し
ま
す
。


○
平
成
28
年
度
〜
平
成
29
年
度


　


農
水
産
物
等
直
売
所
建
設
工
事


○
平
成
29
年
10
月


　


農
水
産
物
等
直
売
所
オ
ー
プ
ン


○
平
成
29
年
度


　


情
報
発
信
施
設
改
修
工
事


○
平
成
30
年
4
月


　


「
道
の
駅
」
オ
ー
プ
ン


■
問
い
合
わ
せ


　


道
の
駅
開
設
準
備
室


　


℡ 


22
‐
５
５
９
０


　


FAX 


22
‐
６
３
４
５ 


　


Mail se
ich


o
u


se
n


rya
ku


@


　
　


city.n
a


g
a


to
.lg


.jp
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こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り


講
演
会


　


国
内
で
は
、
最
近
９
年
間
の
自
殺


者
が
約
27
万
人
に
上
り
、
毎
日
平
均


83
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。


　


そ
の
多
く
が
、
介
護
疲
れ
や
過
重


労
働
、
借
金
、
い
じ
め
な
ど
の
「
社


会
的
要
因
に
よ
っ
て
追
い
込
ま
れ
た


末
の
死
」
で
す
。
身
近
な
人
の
命
を


守
る
た
め
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る


か
を
学
ぶ
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。


■
日
時　


12
／
19 


（土）13
：
50
〜
15
：
30


固
定
資
産
の
現
況
が
変
更


に
な
っ
た
場
合
は
連
絡
を


　


固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
現


在
の
状
況
に
応
じ
て
、固
定
資
産（
土


地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
の
所
有
者


に
課
税
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
市
で
は


現
況
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
登


記
の
異
動
を
伴
わ
な
い
も
の
は
把
握


で
き
な
い
場
合
が
あ
り
、
正
確
で
公


平
な
課
税
の
た
め
、
平
成
27
年
中
に


次
の
よ
う
な
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は


12
月
28
日


（月）
ま
で
に
税
務
課
固
定
資


産
税
係
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。


・ 


土
地
の
利
用
状
況
の
変
更


　


（
現
況
地
目
の
変
更
、
雑
種
地
の


　


造
成
な
ど
の
状
態
変
更
）


・ 


家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き


　


（
一
部
取
り
壊
し
も
含
み
ま
す
）


・
家
屋
を
改
築
し
て
用
途
を
変
更
し


　


た
と
き


・ 


未
登
記
の
家
屋
で
売
買
・
相
続
な


ど
所
有
者
を
変
更
し
た
と
き


■ 


問
い
合
わ
せ　


税
務
課
固
定
資
産


税
係　
　
　
　


℡
23
‐
１
１
２
５


※
受
付
13
：
20
〜


■
場
所　


長
門
市
地
域
医
療
連
携
支


　


援
セ
ン
タ
ー　


研
修
室


■
講
演


　
「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ


　


と
の
な
い
社
会
へ
〜
地
域
の
つ
な


　


が
り
が
命
を
守
る
〜
」


■
講
師　


Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
殺
対
策
支


　


援
セ
ン
タ
ー　


ラ
イ
フ
リ
ン
ク


　


代
表　


清
水
康
之
氏


※
講
師
は
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー


　


で
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」
を


　


制
作
し
た
ほ
か
、
自
殺
対
策
基
本


　


法
の
成
立
を
働
き
か
け
、「
命
を


　


守
る
た
め
に
つ
な
が
ろ
う
」
と
い


　


う
意
思
を
掲
げ
て
自
殺
対
策
の
推


　


進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す


■
参
加
料　


無
料


■
定
員　


先
着
120
人
（
要
申
込
）


■
申
込
方
法　


各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ


　


電
話
す
る
か
、
窓
口
で
申
し
込
む


■
申
込
期
限　


12
／
11 


（金）


■
問
い
合
わ
せ　


油
谷
保
健
福
祉
セ


　


ン
タ
ー　
　
　


℡
33
‐
３
０
２
１


山
口
県
埋
蔵
文
化
財


セ
ン
タ
ー
巡
回
展


「
発
掘
さ
れ
た
山
口
」　


　


山
口
県
内
９
ヵ
所
で
発
掘
さ
れ
た


縄
文
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て


の
出
土
品
や
資
料
を
展
示
し
ま
す
。


○
展
示


■
日
時　


12
／
18 


（金）
〜


平
成
28
年
1
／
31 


（日）


９
：
00
〜
17
：
00


※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
開
館


※
12
／
29 


（火）
〜
１
／
３


（日）
は
休
館


■
場
所　


な
が
と
歴
史
民
俗
資
料
室


■
展
示
内
容　


下
津
令
遺
跡
（
防
府


　


市
）、
中
恋
路
遺
跡
・
東
禅
寺
黒


　


山
遺
跡
（
山
口
市
）、
堀
川
遺
跡
・


　


平
井
遺
跡
・
三
反
地
遺
跡
・
水
奥


　


遺
跡
・
西
河
内
遺
跡
・
中
屋
Ｂ
遺


　


跡
（
田
布
施
町
）
の
出
土
品
な
ど


■
入
場
料　


無
料


○
講
演
会
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク


■
日
時　


1
／
16 


（土）14
：
00
〜
15
：
30


■
場
所　


教
育
委
員
会
別
館
２
階
会


　


議
室
・
な
が
と
歴
史
民
俗
資
料
室


■
講
師


　


山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー


　


事
業
第
一
課
長　


上
山
佳
彦
氏


■
演
題　
「
未
定
」


■
受
講
料　


無
料


■
問
い
合
わ
せ　


生
涯
学
習
ス
ポ
ー


　


ツ
振
興
課
文
化
財
保
護
室


℡
23
‐
１
２
６
４


街
頭
献
血


■
開
催
日
／
時
間
／
場
所


・
12
／
３ 


（木）　


10
：
00
〜
12
：
00


　
　
　
　
　
　


13
：
15
〜
16
：
00


フ
ジ
長
門
店


・
12
／
24 


（木）　


９
：
00
〜
11
：
00


長
門
警
察
署


　
　
　
　
　
　


12
：
00
〜
13
：
00


長
門
市
教
育
委
員
会


　
　
　
　
　
　


14
：
30
〜
16
：
00


日
置
保
健
セ
ン
タ
ー


※
400 


ml
限
定
の
献
血
を
行
い
ま
す


※
献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
献
血
手
帳
を


　


持
参
し
て
く
だ
さ
い


■
問
い
合
わ
せ　


福
祉
課
福
祉
係


℡
23
‐
１
２
４
３


日／曜日　
　業務内容


12
20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 １


１ ２ ３ ４


日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
市役所の一般業務 × ○ ○ × ○ ○ × × ○ × × × × × × ○


窓口業務
戸籍謄・抄本、印鑑証明、住民票、旅
券など × ○ ○ × ○ ○ × × ○ × × × × × × ○
死亡・婚姻などの戸籍届出
※ 休日は宿直で受付 × ○ ○ × ○ ○ × × ○ × × × × × × ○


長門市応急診療所　　　　　　      ℡ 27-0199 昼 夜 夜 昼 夜 夜 × 昼 夜 夜 昼 昼 昼 昼 昼 夜
水道業務　　　　　　本庁宿直　     ℡ 22-2111
※開閉栓の受付は休日と同じく休みですが、漏水などは
　本庁宿直で受付


× ○ ○ × ○ ○ × × ○ × × × × × × ○


ごみ収集　　　　 廃棄物対策係         ℡ 23-1249


長門市清掃工場 ℡ 25-3230 × ○ ○ × ○ ○ △ × ○ 16時
まで × × × × × ○


萩・長門清掃工場「はなもゆ」 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○


し尿
汲み取り


長門・日置地区　長門環境管理センター      ℡ 26-2752
油谷地区　油谷営業所　  　 　℡ 32-2345
※年内の汲み取り申し込みは


　12 月 18 日（金）まで
× ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × × ○


三隅地区
　　　　     馬場クリーン　      ℡ 43-0303 × ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × × ○


斎場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 三隅 ×
油谷 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○


下水道業務　　　　　　 本庁宿直        ℡ 22-2111
※業務が休みであっても、下水道管の詰まりなど緊急の
　場合は本庁宿直で受付


× ○ ○ × ○ ○ × × ○ × × × × × × ○


市立図書館 ℡ 26-5123 ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ×
ルネッサながと ℡ 26-6001 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ × × × × × △


劇場のみ ○
ラポールゆや・図書館ゆや分館 ℡ 33-0051 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ×
金子みすゞ記念館 ℡ 26-5155 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 時〜


15 時
10 時〜
17 時 ○ ○ ○


くじら資料館 ℡ 28-0756 ○ ◯ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 時〜
15 時


10 時〜
17 時 ◯ ○ ○


香月泰男美術館 ℡ 43-2500 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 時〜
15 時


10 時〜
17 時 ◯ ○ ○


村田清風記念館 ℡ 43-2818 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 時〜
15 時


10 時〜
17 時 ◯ ○ ○


湯本温泉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▽ ○ ○ ○ ○
湯免ふれあいセンター ℡ 43-1000 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
日置農村活性化交流センター ℡ 37-4320 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ×
各小・中学校体育館、小河内公園グラウンド、長
門農業者トレーニングセンター、赤崎山スポーツ
遊園地、武道館、俵山多目的交流広場、三隅総合
運動公園、三隅農業者トレーニングセンター、三
隅勤労者スポーツセンター、日置総合運動公園、
日置Ｂ＆Ｇ海洋センター、油谷総合運動公園、油
谷勤労者体育センター


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○


 長門農 
 業者ト
 レーニ
 ングセ
 ンター
 以外


× × × × × × ○


総合公園テニスコート ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ×


恩湯　℡ 25-4507
礼湯　℡ 25-3041


※１月５日（火）からは通常業務です（市立図書館は１月６日（水）から）


※受付時間は、昼が 16：30、夜が 21：30 まで


℡ 0838-
26-8716


ごみの収集日は、各地区のごみカレンダーを確認してください
持ち込みは長門市清掃工場（燃えないごみ）または萩・長門清掃工場「はなもゆ」（燃えるごみ）へ


○通常  △午前のみ  ▽午後のみ  ×休み  昼９時〜 17 時   夜 19 時〜 22 時年末年始の業務







21 2015.12.1 20


個
人
住
民
税
は


特
別
徴
収
で
納
入
を


従
業
員
の
皆
さ
ん
へ


　


現
在
、
山
口
県
と
県
内
の
全
市
町


で
は
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
個
人
住


民
税
の
特
別
徴
収
を
実
施
し
て
も
ら


う
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。


　


特
別
徴
収
の
開
始
時
期
は
事
業
主


に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。


■
取
組
の
背
景


　


地
方
税
法
お
よ
び
市
税
条
例
で


は
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ


る
事
業
主
は
、
従
業
員
の
個
人
住
民


税
（
市
・
県
民
税
）
を
給
料
か
ら
天


引
き
し
て
市
に
納
め
る
「
特
別
徴


収
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い


ま
す
が
、
現
在
は
制
度
の
浸
透
・
運


用
が
十
分
と
は
言
え
な
い
た
め
、
未


実
施
の
事
業
主
へ
順
次
特
別
徴
収
を


お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 


■
特
別
徴
収
の
仕
組
み 


　


従
業
員
（
事
業
主
を
含
み
、
正


規
・
非
正
規
雇
用
は
問
わ
な
い
）
が


納
め
る
個
人
住
民
税
を
、
事
業
主
が


毎
月
の
給
与
支
払
時
に
天
引
き
で
徴


収
し
、
市
へ
納
入
す
る
制
度
で
す
。


　


税
額
は
市
で
計
算
し
、
従
業
員
ご


と
の
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 


■
特
別
徴
収
の
効
果 


　


従
業
員
自
身
で
納
付
す
る
手
間
や


納
め
忘
れ
が
無
く
な
り
、
年
４
回
の


納
付
か
ら
毎
月
の
給
与
天
引
き
（
年


12
回
）
に
な
る
こ
と
で
、
分
割
回
数


が
増
え
、
１
回
当
た
り
の
税
額
負
担


が
軽
減
さ
れ
ま
す
。


■
特
別
徴
収
の
対
象
範
囲


　


季
節
労
働
者
で
年
間
を
通
じ
て
給


与
を
支
払
わ
な
い
な
ど
の
場
合
を
除


き
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含


む
す
べ
て
の
従
業
員
が
対
象
で
す
。 


■
特
別
徴
収
を
し
な
い
事
例


・
ほ
か
に
支
給
さ
れ
る
給
与
か
ら
個


　


人
住
民
税
が
引
か
れ
て
い
る
、
ま


　


た
は
退
職
者
な
ど
翌
年
の
給
与
か


　


ら
特
別
徴
収
が
で
き
な
い
場
合


・
給
与
の
毎
月
支
給
額
が
少
な
い
た


　


め
個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収
し
き


　


れ
な
い
、
給
与
が
毎
月
支
給
さ
れ


　


な
い
場
合
な
ど


■
申
込
期
間


　


12
／
１


（火）
〜
平
成
28
年
１
／
29 


（金）


■
申
込
受
付
場
所


・
子
育
て
支
援
課


℡
23
‐
１
１
５
６


・
三
隅
支
所
総
合
窓
口
課


℡
43
‐
０
２
２
１


・
日
置
支
所
総
合
窓
口
課


℡
37
‐
２
１
９
３


・
油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー


℡
33
‐
３
０
２
１


※
現
在
保
育
園
を
利
用
中
の
保
護
者


　


は
各
園
で
の
申
し
込
み
が
可
能


  


（
在
園
児
兄
弟
新
規
分
も
含
む
）


■
申
込
方
法


　


申
込
受
付
場
所
備
え
付
け
の
申
込


書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
次
の
必


要
書
類
を
添
付
し
て
提
出
。


○
保
育
料
納
入
誓
約
書
（
同
意
書
）


○
保
護
者
（
父
・
母
・
養
育
者
）
の


　
「
保
育
を
必
要
と
す
る
理
由
」
を


　


証
明
す
る
書
類


　


就
労
（
予
定
）
証
明
書
、
母
子
手


　


帳
の
写
し
、
診
断
書
、
在
学
証
明


　


書
な
ど 平


成
28
年
度
園
児
募
集


※
保
育
を
必
要
と
す
る
理
由
に
よ
っ


　


て
提
出
書
類
は
異
な
り
ま
す


※
児
童
と
同
一
敷
地
内
に
住
む
（
世


　


帯
分
離
も
含
む
）
65
歳
未
満
の
祖


　


父
母
・
お
じ
・
お
ば
な
ど
に
つ
い


　


て
も
同
様
に
証
明
書
類
が
必
要


○
該
当
者
の
み
必
要
な
書
類


・
支
給
認
定
変
更
申
請
書
（
継
続
入


　


所
希
望
者
で
当
初
の
支
給
認
定
が


　


変
更
と
な
る
場
合
）


・
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
生
活
指
導
表　


　
（
直
近
３
ヵ
月
以
内
の
も
の
、
給


　


食
で
除
去
食
が
必
要
な
場
合
）


※
そ
の
他
、
保
育
料
を
算
定
す
る
に


　


あ
た
り
、
長
門
市
で
税
情
報
が
確


　


認
で
き
な
い
場
合
は
、
以
前
に
居


　


住
し
て
い
た
自
治
体
か
ら
所
得
課


　


税
証
明
書
を
取
り
寄
せ
て
も
ら
う


　


必
要
が
あ
り
ま
す
（
平
成
27
年
１


　


月
２
日
以
降
に
長
門
市
へ
転
入
し


　


た
人
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
）


■
入
園
で
き
る
児
童
の
基
準


○
保
育
園


　


保
護
者
が
次
の
「
保
育
を
必
要
と


　


す
る
理
由
」
の
い
ず
れ
か
に
該
当


　


す
る
０
歳
（
６
ヵ
月
以
上
）
か
ら


　


５
歳
ま
で
の
児
童


・
就
労


・
妊
娠
、
出
産


・
保
護
者
の
疾
病
、
障
害


・
同
居
親
族
な
ど
の
介
護
、
看
護


・
求
職
活
動


・
就
学
（
職
業
訓
練
も
含
む
）


・
育
児
休
暇
取
得
中
に
、
す
で
に
保


　


育
園
を
利
用
し
て
い
る
場
合


・
災
害
復
旧
や
虐
待
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
特


　


に
市
が
認
め
る
場
合


○
宗
頭
幼
稚
園


　


満
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
児
童


○
俵
山
幼
児
園


　


満
２
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
児
童


■
入
園
の
決
定
に
つ
い
て


　


申
込
期
間
ま
で
に
書
類
を
提
出
し


た
人
を
対
象
に
利
用
調
整
を
行
い
、


２
月
末
か
ら
３
月
初
旬
頃
に
郵
送
に


て
結
果
を
通
知
し
ま
す
。


　


農
業
・
漁
業
手
伝
い
や
求
職
活
動


中
お
よ
び
小
学
校
区
外
の
保
育
園
を


希
望
す
る
場
合
な
ど
は
優
先
順
位
が


低
く
な
り
、
希
望
す
る
保
育
園
に
入


園
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
４


月
２
日
以
降
に
途
中
入
所
を
希
望
す


る
場
合
は
、
２
ヵ
月
前
か
ら
１
ヵ
月


前
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。


■
問
い
合
わ
せ　


子
育
て
支
援
課


℡
23
‐
１
１
５
６


公私 園　名 利用定員 利用可能時間
（平日・土曜） 延長保育 入所できる年齢 電話番号


公立


通保育園 20人 7：30〜18：00 − 1歳児 28-0149


東深川保育園 140人 7：00〜18：00 〜19：00 0歳児（6ヵ月以上） 22-0710


みのり保育園 120人 7：00〜18：00 〜19：00 0歳児（6ヵ月以上） 22-2060


三隅保育園 140人 7：00〜18：00 〜19：00 0歳児（6ヵ月以上） 43-2211


日置保育園 80人 7：00〜18：00 〜19：00 0歳児（6ヵ月以上） 37-2271


黄波戸保育園 20人 7：30〜18：00 − 1歳児 37-2248


菱海保育園 80人 7：00〜18：00 〜19：00 0歳児（6ヵ月以上） 32-0029


向津具保育園 20人 7：30〜18：00 − 0歳児（6ヵ月以上） 34-0142


私立 みすゞ保育園 90人 7：00〜18：00 〜19：00 0歳児（6ヵ月以上） 26-1327


公立
俵山幼児園


（へき地保育所） 20人 平日8：00〜16：45
土曜8：00〜12：00 − 満2歳児 29-0830


宗頭幼稚園 20人 平日8：00〜15：30 − 満3歳児 43-0242


※受入年齢は平成28年4月1日現在
※利用可能時間・延長保育の時間は平成27年度のもの


　


保
育
園
・
宗
頭
幼
稚
園
・
俵
山
幼
児
園
で
は
、
平
成
28
年
４
月


か
ら
の
園
児
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。


■市内の保育園・幼稚園一覧


　


毎
年
市
の
申
告
会
場
は
大
変
込
み


合
い
、
短
時
間
で
済
む
よ
う
な
申
告


で
も
長
時
間
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な


い
場
合
が
あ
り
ま
す
。


　


し
か
し
、
自
分
で
申
告
書
を
作
成


し
て
郵
送
で
提
出
す
る
こ
と
で
、
長


時
間
待
つ
こ
と
も
、
早
く
か
ら
受
付


に
並
ぶ
必
要
も
な
く
な
り
ま
す
。


　


市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人
が


申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
ま


ま
に
し
て
お
く
と
所
得
・
課
税
証
明


書
の
発
行
、
国
民
健
康
保
険
料
・
介


護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険


料
の
算
定
、
国
民
年
金
免
除
申
請
な


ど
の
手
続
き
に
支
障
を
来
す
場
合
が


あ
り
ま
す
。


　


詳
し
く
は
、
年
明
け
に
住
民
税
申


告
書
、
申
告
書
の
書
き
方
を
各
家
庭


に
配
布
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
参


考
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
必


要
な
書
類
を
添
付
し
て
税
務
課
ま
で


郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。


税
金
の
申
告
の
準
備
は


お
済
み
で
す
か


○
市
県
民
税
申
告
に
つ
い
て


　


申
告
収
入
が
な
い
人
は
所
得
税
の


確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ


ん
が
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
市
県


民
税
申
告
が
必
要
で
す
。


■
市
県
民
税
申
告
が
必
要
な
人


・
収
入
は
何
も
な
い
が
、
所
得
証
明


　


書
な
ど
が
必
要
な
人
（
国
民
健
康


　


保
険
な
ど
の
加
入
者
）


・
所
得
税
の
還
付
が
な
い
人
で
、
年


　


末
調
整
済
み
の
給
与
以
外
の
所
得


　


が
20
万
円
以
下
の
人


・
所
得
税
の
還
付
が
な
い
人
で
、
公


　


的
年
金
収
入
が
400
万
円
以
内
で
年


　


金
の
源
泉
徴
収
票
に
な
い
控
除
を


　


追
加
し
た
い
人


※
市
県
民
税
申
告
が
不
要
な
人


・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人


・
年
末
調
整
済
み
の
給
与
の
み
で
控


　


除
の
変
更
を
し
な
い
人


・
公
的
年
金
（
障
害
年
金
・
遺
族
年


　


金
は
除
く
）
・
恩
給
の
み
で
控
除


　


の
変
更
を
し
な
い
人


○
記
帳
制
度
に
つ
い
て


　


事
業
所
得
の
あ
る
人
は
、
次
回
申


告
も
記
帳
が
必
要
で
す
の
で
早
め
に


整
理
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。


■
記
帳
制
度


　


平
成
26
年
１
月
か
ら
、
個
人
の
白


色
申
告
者
の
う
ち
、
農
業
所
得
、
事


業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林


所
得
が
あ
る
す
べ
て
の
人
は
記
帳
と


帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
に
な
り
ま


し
た
。


■
記
帳
す
る
内
容


　


売
り
上
げ
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕


入
れ
や
そ
の
他
の
必
要
経
費
に
関
す


る
事
項
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。


　


記
帳
は
一
つ
一
つ
の
取
引
ご
と
で


は
な
く
、
日
々
の
合
計
金
額
の
み
を


ま
と
め
る
な
ど
簡
易
な
方
法
で
記
載


し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。


■
帳
簿
な
ど
の
保
存


■ 


本
ペ
ー
ジ
に
係
る
問
い
合
わ
せ


・
所
得
税
に
関
す
る
こ
と


　


長
門
税
務
署　


℡
22
‐
２
４
４
１


・
住
民
税
に
関
す
る
こ
と


　


税
務
課
市
民
税
係℡


23
‐
１
１
２
３


市
県
民
税
申
告
書
を
郵
便
で


提
出
し
て
み
ま
せ
ん
か


　


収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し


た
帳
簿
の
ほ
か
、
取
引
に
伴
っ
て
作


成
し
た
帳
簿
や
受
け
取
っ
た
請
求


書
・
領
収
書
な
ど
の
書
類
も
保
存
す


る
必
要
が
あ
り
ま
す
。


　
長
門
市
で
は
市
県
民
税
申
告
書
を
郵
便
で


提
出
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
　▲作成後はポストへ投かん
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み
ん
な
の掲


示
板


く
ら
し
の
情
報


商
工
会
議
所
・
商
工
会


合
同
な
ん
で
も
相
談
会


　


長
門
商
工
会
議
所
・
な
が
と
大
津


商
工
会
で
は
、
今
年
も
合
同
で
「
な


ん
で
も
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。


■
日
時　


12
／
３ 


（木）　10
：
00
〜
15
：
00


■
場
所　


長
門
商
工
会
議
所


■ 


相
談
内
容


　


金
融
、
創
業
、
経
営
革
新
・
経
営
、


　


税
務
・
経
理
、
労
務
・
労
働
、
社


　


会
保
険
、
法
律
、
年
金
、
登
記
、


　


特
許
な
ど
、
各
種
共
済


■ 


相
談
料　


無
料


■ 


問
い
合
わ
せ


・
長
門
商
工
会
議
所℡


22
‐
２
２
６
６


・
な
が
と
大
津
商
工
会


℡
43
‐
０
０
３
３


ワ
ク
チ
ン
の
接
種
後
に


副
作
用
が
あ
っ
た
場
合
は


　


平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
市


の
助
成
に
よ
り
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ


イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
、ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、


小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず


れ
か
を
接
種
し
た
人
の
う
ち
、
接
種


ひ
き
こ
も
り
を
考
え
る


フ
ォ
ー
ラ
ム


■
日
時　


12
／
13 


（日）13
：
30
〜
16
：
00


※
受
付
13
：
00
〜


■
場
所　


山
口
県
総
合
保
健
会
館


　


第
１
研
修
室（
山
口
市
吉
敷
下
東
）


■
内
容


 


・
報
告


　


山
口
県
内
の
支
援
状
況
に
つ
い
て


 


・
講
演
「
と
も
に
歩
む
〜
本
人
が
自


　


ら
動
き
出
す
た
め
に
〜
」


　


講
師　


ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト


池
上
正
樹
氏


■
入
場
料　


無
料
（
申
込
不
要
）


■
そ
の
他


 


・
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り


 


・
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
活
動
団
体
の


　


パ
ネ
ル
掲
示
を
予
定


■
問
い
合
わ
せ


　


山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー


　


℡
０
８
３
５
‐
２
７
‐
３
４
８
０


総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー


　


山
口
県
労
働
局
、
各
労
働
基
準
監


督
署
内
に
は
「
総
合
労
働
相
談
コ
ー


ナ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。


　


県
内
事
業
所
で
働
く
労
働
者
や
事


業
主
か
ら
の
、
解
雇
・
雇
い
止
め
・


配
置
転
換
、
賃
金
の
引
下
げ
な
ど
の


労
働
条
件
の
ほ
か
、
募
集
・
採
用
、


い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
（
パ
ワ
ー
ハ
ラ


ス
メ
ン
ト
）
な
ど
労
働
問
題
に
関
す


る
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
対
し
て
、
無
料


で
面
談
や
電
話
に
よ
る
相
談
を
実
施


し
て
い
ま
す
。


県
立
西
部
高
等
産
業
技
術


学
校
４
月
入
校
生
募
集


　


求
職
者
を
対
象
に
平
成
28
年
度
４


月
入
校
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。


　


自
動
車
整
備
科
以
外
は
無
料
で
受


講
で
き
ま
す
。


山
口
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ


協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ


公
認
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員


ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
参
加
者
募
集


■
日
時　


平
成
28
年
１
／
16 


（土） 


13
：
00
〜
17
：
00


１
／
17 


（日）　


９
：
50
〜
16
：
00


■
場
所　


ホ
テ
ル
か
め
福（
山
口
市
）


■
内
容


　


基
調
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講


　


義
・
演
習
・
実
技
（
テ
ー
ピ
ン
グ
・


　


メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
リ
ス


　


ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
）


■
対
象　


障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導


　


員
資
格
取
得
者
な
ど


■
定
員


 


・
基
調
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
200
人
）


 


・
講
義
・
演
習
・
実
技
（
各
50
人
）


■
申
込
方
法


　


申
込
書
を
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク


　


ス
、
メ
ー
ル
で
送
付


※
申
込
書
は
、
一
般
社
団
法
人
山
口


　


県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ホ
ー
ム


　


ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可


　


http://syospo-yam
aguchi.jp


■
申
込
期
限　


12
／
11 


（金）


■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　


〒
７
５
３
‐
０
０
７
２


　


山
口
市
大
手
町
９
‐
６


　


一
般
社
団
法
人
山
口
県
障
害
者
ス


　


ポ
ー
ツ
協
会


　


℡ 


０
８
３
‐
９
０
１
‐
４
０
６
５


　


FAX
０
８
３
‐
９
０
１
‐
４
０
６
４ 


　


Mail w
e


b
m


aste
r@


syo
sp


o
-


　
　


 yam
ag


u
ch


i.jp


■
募
集
期
間　


12
／
21 


（月）
〜


平
成
28
年
１
／
29 


（金）


■
選
考
日　


２
／
12 


（金）


■
募
集
科
名
／
訓
練
期
間
／
定
員


・
自
動
車
整
備
科
／
２
年
／
20
人


・
木
造
建
築
科
／
１
年
／
20
人


・
電
気
工
事
・
設
備
科
／１


年
／
20
人


・
エ
ク
ス
テ
リ
ア
・
造
園
科
／


１
年
／
20
人


・
空
調
・
設
備
施
工
科
／１


年
／
20
人


・
溶
接
技
術
科
／
１
年
／
10
人


■
問
い
合
わ
せ　


山
口
県
立
西
部
高


　


等
産
業
技
術
学
校


　


℡
０
８
３
‐
２
４
８
‐
３
５
０
５


ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
事
業


を
実
施


　


県
西
部
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息


数
が
急
速
に
増
加
し
、
自
然
生
態
系


へ
の
影
響
や
農
林
業
へ
の
被
害
が
深


刻
化
し
て
い
ま
す
。


　


適
正
な
頭
数
ま
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を


減
少
さ
せ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
捕


獲
事
業
を
実
施
し
ま
す
。


■
実
施
期
間　


　


11
／
１


（日）
〜
平
成
28
年
３
／
31 


（木）


■
実
施
方
法


　


銃
猟
・
わ
な
猟
に
よ
る
捕
獲


※
捕
獲
を
実
施
す
る
山
口
県
猟
友
会


　


は
オ
レ
ン
ジ
色
の
帽
子
と
ベ
ス
ト


　


を
着
用


■
注
意
点


　


事
故
を
防
ぐ
た
め
、
山
に
入
る
と


　


き
は
迷
彩
色
な
ど
暗
色
の
服
装
を


　


避
け
、林
内
で
目
立
つ
色
（
黄
色
・


　


オ
レ
ン
ジ
色
な
ど
）
の
衣
服
を
着


　


用
し
て
く
だ
さ
い


※
特
に
、
白
色
は
シ
カ
と
誤
認
さ
れ


　


る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
避
け
る
よ


　


う
に
し
て
く
だ
さ
い


■
問
い
合
わ
せ


　


山
口
県
環
境
生
活
部
自
然
保
護
課


　


自
然
・
野
生
生
物
保
護
班


　


℡
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
０
５
０


農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人


名
簿
の
登
載
申
請
が
廃
止


　


農
業
委
員
会
な
ど
に
関
す
る
法
律


が
改
正
さ
れ
、
平
成
28
年
４
月
１
日


か
ら
は
、
農
業
委
員
会
委
員
の
選
出


方
法
が
公
職
選
挙
法
に
よ
る
公
選
制


か
ら
市
議
会
の
同
意
を
必
要
と
す
る


市
長
の
選
任
制
に
変
更
さ
れ
ま
す
。


（
現
在
の
農
業
委
員
会
委
員
は
、
任


期
満
了
の
平
成
29
年
7
月
19
日
ま
で


在
任
と
な
り
ま
す
）


健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト


　


 


応
募
受
付
の
開
始


　
「
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
」


は
、
健
診
の
受
診
や
健
康
教
室
へ
の


参
加
、
生
活
改
善
へ
向
け
た
目
標
の


取
組
に
よ
り
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
、


健
康
と
景
品
を
手
に
入
れ
る
こ
と
の


で
き
る
制
度
で
す
。（
広
報「
な
が
と
」


５
月
号
７
ペ
ー
ジ
参
照
）


　


100
ポ
イ
ン
ト
以
上
で
応
募
者
全
員


に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
ま
た
、


150
ポ
イ
ン
ト
以
上
獲
得
者
に
は
、
抽


選
で
特
産
品
の
詰
め
合
わ
せ
や
図
書


カ
ー
ド
が
当
た
り
ま
す
。


　


取
組
状
況
を
集
計
し
、
ぜ
ひ
応
募


し
て
く
だ
さ
い
。


■
応
募
資
格


　
「
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
」
に
取


　


り
組
み
、
100
ポ
イ
ン
ト
以
上
を
獲


　


得
し
た
20
歳
以
上
の
市
民


■
応
募
方
法


　


チ
ラ
シ
の
ポ
イ
ン
ト
報
告
表
に
記


　


入
し
、
切
手
を
貼
っ
て
ポ
ス
ト
に


　


投
函
す
る
か
、
応
募
箱
に
投
函


※
チ
ラ
シ
は
応
募
箱
設
置
場
所
に
あ


　


り
ま
す


■
応
募
箱
設
置
場
所


　


各
保
健
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
課
・
保


　


険
課
、
各
支
所
・
出
張
所


■
応
募
締
切　


12
／
22 


（火）


■
景
品
送
付　


平
成
28
年
１
月
下
旬


■ 


問
い
合
わ
せ　


長
門
市
保
健
セ
ン


タ
ー　
　
　
　


℡
23
‐
１
１
３
２


　


こ
れ
に
伴
い
、
平
成
28
年
度
以
降


は
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿


の
調
製
を
行
わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま


し
た
。


　


農
業
者
が
毎
年
１
月
に
提
出
す
る


「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の


登
載
申
請
書
」
に
つ
い
て
は
、
平
成


28
年
１
月
か
ら
提
出
が
不
要
に
な
り


ま
し
た
。


■
問
い
合
わ
せ


　


選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局


℡
23
‐
１
１
６
７


12
月
３
日
～
９
日
は


障
害
者
週
間


　


障
害
者
週
間
は
、
障
害
や
障
害
の


あ
る
人
へ
の
理
解
を
深
め
、
障
害
の


あ
る
人
の
社
会
参
加
へ
の
意
欲
を
高


め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。


　


障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰


も
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し


支
え
合
う
「
共
生
社
会
」
の
実
現
に


向
け
て
、
こ
の
機
会
に
障
害
や
障
害


の
あ
る
人
に
つ
い
て
知
り
、
身
近
な


こ
と
と
し
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。


　


市
で
は
、
障
害
者
週
間
キ
ャ
ン


ペ
ー
ン
と
し
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ


ン
タ
ー
な
ど
で
地
域
活
動
支
援
セ
ン


タ
ー
利
用
者
と
障
害
者
差
別
解
消
法


啓
発
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
ま
す
。


■
問
い
合
わ
せ　


福
祉
課
福
祉
係


℡
23
‐
１
２
４
３


後
に
何
ら
か
の
症
状
が
生
じ
て
医
療


機
関
を
受
診
し
た
人
は
、
接
種
と
の


関
連
性
が
認
定
さ
れ
る
と
医
療
費
・


医
療
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ


り
ま
す
。
心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、


具
体
的
な
請
求
方
法
な
ど
に
つ
い
て


問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。


■
問
い
合
わ
せ


　


独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器


　


総
合
機
構
の
救
済
制
度
相
談
窓
口


　


℡
０
１
２
０
‐
１
４
９
‐
９
３
１


※
利
用
で
き
な
い
場
合
は


　


℡
０
３
‐
３
５
０
６
‐
９
４
１
１


※
受
付
時
間
は
月
〜
金
曜
日


　
（
年
末
年
始
・
祝
日
除
く
）


９
：
00
〜
17
：
00


ス
テ
ッ
プ
運
動
教
室


参
加
者
募
集


■
日
時　


12
／
17  


（木）　10
：
00
〜
11
：
30


■
場
所


　


長
門
市
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー


■ 


内
容　


血
圧
測
定
、
体
重
・
体
脂


肪
測
定
、
ス
テ
ッ
プ
運
動


■ 


参
加
料　


無
料


■
定
員　


20
人


■
申
込
期
限　


12
／
10 


（木）


■ 


申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


℡
23
‐
１
１
３
３


市
職
員
人
事
異
動


　


平
成
27
年
11
月
の
市
職
員
人


事
異
動
。（　


）
は
前
職
。


平
成
27
年
11
月
18
日
付


▼
消
防
本
部
総
務
課
付  


有
田


清
一
（
中
央
消
防
署
）
▼
中


央
消
防
署  


田
村
雄
太
（
消
防


本
部
総
務
課
付
）
▼
西
消
防


署  


核
孝
諒
（
中
央
消
防
署
第


３
小
隊
第
１
分
隊
）
▼
中
央
消


防
署
第
３
小
隊
第
１
分
隊  


西


田
健
一
郎
（
中
央
消
防
署
第
３


小
隊
救
急
分
隊
）
▼
中
央
消


防
署
第
１
小
隊
第
２
分
隊  


原


田
裕
章
（
消
防
本
部
総
務
課


付
）
▼
中
央
消
防
署
第
２
小
隊


第
２
分
隊  


大
谷
宥
喜
（
消
防


本
部
総
務
課
付
）
▼
中
央
消
防


署
第
３
小
隊
救
急
分
隊  


新
町


達
彦
（
消
防
本
部
総
務
課
付
）


■
お
世
話
に
な
り
ま
し
た


平
成
27
年
11
月
15
日
付
退
職


▼
山
田
裕
介
（
経
済
観
光
部
商


工
水
産
課
商
工
振
興
室
）


■
問
い
合
わ
せ


　


萩
市
平
安
古
町
５
９
９
‐
３


　


萩
労
働
基
準
監
督
署
内


萩
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー


℡
０
８
３
８
‐
２
２
‐
０
７
５
０







文
化
情
報


く
ら
し
の
情
報


ル
ネ
ッ
サ
な
が
と


℡
26
‐
６
０
０
１


25 2015.12.1 24


香
月
泰
男
美
術
館


℡
43
‐
２
５
０
０


長
門
市
民
駅
伝
大
会
参
加
者
募
集


第62回


駅 　 伝 　 区 　 間
  ■男子の部、中学・高校女子の部　（全 20. 53km）
  第 1 区　通 大 湊 交 差 点 〜 海上レストラン紫津浦前（4.26km）
  第 2 区　海上レストラン紫津浦前 〜 大 日 比 公 会 堂 前（3.00km）
  第 3 区　大 日 比 公 会 堂 前 〜 大 泊 新 谷 宅 前 広 場（2.51km）
  第 4 区　大 泊 新 谷 宅 前 広 場 〜 立  正  佼  成  会  前（3.76km）
  第 5 区　立 正 佼 成 会 前 〜 宮　  尾　  医　  院　  前（2.90km）
  第 6 区　宮 尾 医 院 前 〜 市 役 所 南 側 駐 車 場（4.10km） 
  ■小学生の部、一般女子の部　（全 10. 64km）
  第 1 区　八 坂 神 社 前 〜 岡 　 本 　 産 　 業 　 前（1.74km）
  第 2 区　岡 本 産 業 前 〜 立　正　佼　成　会　前（1.90km）
  第 3 区　立 正 佼 成 会 前 〜 友　　愛　　荘　　前（1.50km）
  第 4 区　友　　愛　　荘　　前 〜 宮 　 尾 　 医 　 院 　 前（1.40km）
  第 5 区　宮 尾 医 院 前 〜 田　屋　公　会　堂　前（1.85km）
  第 6 区　田 屋 公 会 堂 前 〜 市 役 所 南 側 駐 車 場（2.25km）


■
開
催
日　


平
成
28
年
１
／
31 


（日）


■ 


開
会
式


　


８
：
30
〜　


市
役
所
南
側
駐
車
場


■ 


部
門　


高
校
・
一
般
（
１
〜
３
部
）、


中
学
男
子
、
一
般
女
子
、
中
学
・
高


校
女
子
、
小
学
男
子
、
小
学
女
子


■
参
加
資
格


・ 


一
般
の
部
は
、
市
内
に
居
住
ま
た
は


市
内
の
職
場
に
在
職
す
る
社
会
人


（
中
・
高
校
生
の
参
加
は
２
人
ま


で
）
体
育
協
会
加
盟
登
録
チ
ー
ム
で


出
場
す
る
場
合
に
限
り
、
市


外
者
の
出
場
可


・ 


高
校
の
部
は
、
市
内
に
居
住


ま
た
は
市
内
の
高
校
に
在
学


の
学
生


・ 


中
学
の
部
は
、
市
内
の
中
学


校
に
在
学
の
学
生


・ 


小
学
生
の
部
は
、
３
年
生
以


上
。
た
だ
し
、
３
年
生
は
1.5


㎞
以
内
の
区
間
限
定


■ 


編
成　


監
督
１
人
、
選
手
６


人
、
補
員
２
人
、
計
９
人


※
チ
ー
ム
は
役
員
を
１
人
選


　


出
・
成
人
の
者


■
参
加
料


・
一
般　
　
　


３
、
０
０
０
円


・ 


小
、
中
、
高
校
チ
ー
ム


　
　
　
　
　
　


１
、
５
０
０
円


■
申
込
期
限　


12
／
17 


（木）


■ 


申
込
方
法　


参
加
料
を
添
え
て
長
門


市
体
育
協
会
へ
申
込
書
を
提
出
。
１


日
保
険
に
加
入
の
場
合
、
保
険
料


（
200
円
×
人
数
）
も
添
え
る


■
監
督
会
議


・
日
時　


１
／
21 


（木）　


18
：
30
〜


 


・
場
所　


長
門
市
中
央
公
民
館
大
講
堂


※ 


欠
席
チ
ー
ム
は
出
場
で
き
ま
せ
ん


※ 


代
理
出
席
は
同
一
チ
ー
ム
内
の
み
可


■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　


長
門
市
体
育
協
会  


℡
22
‐
３
５
４
０


Ｔ
Ａ
Ｏ 


２
０
１
５


●
と
き


 


・
12
／
22 


（火）　


14
：
00
開
演


 


・ 


12
／
23 


（水）　


①
12
：
00
開
演


　
　
　
　
　
　


②
16
：
00
開
演


● 


入
場
料　


１
階
席  


５
、２
０
０
円


　
　
　
　
　


 


２
階
席  


４
、７
０
０
円


※
全
席
指
定
・
税
込


● 


発
売
日　


発
売
中（
残
席
わ
ず
か
）


第
９
回
大
津
あ
き
ら
杯


県
内
選
抜
歌
謡
コ
ン
ク
ー
ル


グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
戦


●
と
き　


12
／
13 


（日）　


 


・
第
１
部　


10
：
00
開
演


 


・
第
２
部　


13
：
00
開
演


● 


入
場
料　


 


１
、  


５
０
０
円


ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
・


ク
ト
ロ
ヴ
ァ
ッ
ツ


●
と
き　


12
／
３ 


（木）　


18
：
30
開
演


● 


入
場
料　


 


１
階
席  


３
、５
０
０
円


　
　
　
　
　


２
階
席
・
桟
敷
席


２
、０
０
０
円


※
全
席
指
定
・
税
込


● 


発
売
日　


発
売
中


坂
倉
秀
典
回
顧
展


●
会
期　


12
／
５ 


（土）
〜


平
成
28
年
１
／
11 


（月）


10
：
00
〜 


16
：
00


●
入
場
料　


無
料


●
会
場　


文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー


開
館
15
周
年
記
念


第
９
回
和
太
鼓


ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ


●
と
き　


１
／
17 


（日）13
：
00
〜 


15
：
00


●
募
集
対
象　


 


・
子
ど
も
の
部


　


３
歳
以
上
〜
小
学
生


 


・
一
般
の
部
（
初
心
者
コ
ー
ス
・
経


　


験
者
コ
ー
ス
）　


中
学
生
以
上


●
募
集
人
数　


各
20
人


※
受
付
先
着
順


●
参
加
料　


500
円


●
募
集
期
限　


12
／
24 


（木）
必
着


※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
締
切


●
講
師　


長
門
市
和
太
鼓
連
盟


文
楽
講
座


宇
部
市
文
化
会
館


●
と
き　


１
／
30 


（土）　


13
：
30
開
演


●
出
演


・
竹
澤
團
七
（
文
楽
三
味
線
）


・
葛
西
聖
司
（
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）


・
藤
澤　


優
（
文
楽
制
作
者
）


光
市
民
ホ
ー
ル


●
と
き　


１
／
31 


（日）　


13
：
30
開
演


●
出
演


・
竹
澤
團
七
（
文
楽
三
味
線
）


・
桐
竹
勘
十
郞
（
文
楽
人
形
遣
い
）


・
藤
澤　


優
（
文
楽
制
作
者
）


※
い
ず
れ
も
参
加
無
料（
要
申
込
）


※
開
催
館
・
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
主
催


狂
言
教
室


●
と
き　


３
／
12 


（土）　


11
：
00
開
演


●
内
容


・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ


　


深
田
博
治
、
月
崎
晴
夫


・
狂
言
「
柿
山
伏
」


　


岡　


聡
史
、
飯
田　


豪


●
参
加
料


　


一
般
500
円
、
小
中
高
生
無
料


※
本
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
提
示
で
一
般


　


の
人
も
無
料


※
全
席
自
由
・
税
込


●
発
売
日　


12
／
５


（土）　


10
：
00
〜


※
全
席
自
由
・
税
込


※
当
日
500
円
増


● 


発
売
日　


発
売
中


展
覧
会


カ
フ
ェ
で
会
い
た
い
香
月
泰
男


●
会
期　


開
催
中
〜


平
成
28
年
２
／
１ 


（月）


　


長
門
市
三
隅
出
身
の
画
家
、
香
月


泰
男
。
彼
は
現
在
で
も
通
用
す
る
デ


ザ
イ
ン
の
セ
ン
ス
を
持
っ
て
い
ま
し


た
。
限
ら
れ
た
画
面
空
間
の
中
に
バ


ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
た
色
と
線


は
、
軽
や
か
さ
を
も
っ
て
現
代
の
私


た
ち
の
生
活
に
な
じ
み
ま
す
。


　
「
こ
の
作
品
の
側
で
、
コ
ー
ヒ
ー


を
楽
し
み
た
い
」
そ
ん
な
作
品
を
集


め
ま
し
た
。


● 


開
館
時
間　


９
：
00
〜
17
：
00


※
入
館
は
16
：
30
ま
で


● 


休
館
日　


火
曜
日


● 


入
館
料　


・
一
般　
　
　


500
円


ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や


℡
33
‐
０
０
５
１


・
小
中
高
生　


200
円


※
市
内
在
住
者
は
、
住
所
の
分
か
る


　


も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
提


　


示
す
る
と
無
料
に
な
り
ま
す


● 


今
月
の
一
点　


展
示
作
品
の
中
か


ら
、
注
目
の
一
点
を
紹
介
し
ま
す


そ
ら
ま
め
（
素
描
、
１
９
５
６
年
）


　


香
月
泰
男
は
身
近
な
風
景
、
生
き


も
の
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品


を
多
く
描
い
て
い
ま
す
が
、
食
材
も


好
ん
で
取
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。　


　


採
っ
て
き
た
ば
か
り
の
野
菜
、
調


理
さ
れ
る
前
の
魚
や
肉
、
中
に
は
調


理
中
の
魚
を
描
い
た
も
の
も
あ
り
ま


す
。
本
作
に
描
か
れ
て
い
る
「
そ
ら


ま
め
」
も
、
こ
の
後
、
香
月
の
胃
袋


に
収
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル


第
14
回
定
期
公
演


「
夢
の
続
き
は
、
夢
の
中
」


　


新
入
団
員
10
人
を
含
む
、
36
人
の


子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル


を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。


●
と
き　


12
／
20 


（日）


・
午
前
の
部　


11
：
00
開
演


・
午
後
の
部　


14
：
00
開
演


●
入
場
料
（
全
席
自
由
・
税
込
）


・
一
般　
　


１
、
３
０
０
円


・
高
校
生
以
下　


７
０
０
円


・
小
学
生
未
満
無
料
（
要
整
理
券
）


●
チ
ケ
ッ
ト
販
売　


発
売
中


▲昨年の公演のようす


新
春
初
笑
な
が
と
寄
席


　


落
語
協
会
の
落
語
家
た
ち
に
よ
る


落
語
は
や
し
、
色
物
、
落
語
を
披
露


し
ま
す
。


●
と
き　


平
成
28
年
１
／
24 


（日）


　


14
：
00
開
演


●
入
場
料
（
全
席
自
由
・
税
込
）


 


・
一
般　
　
　
　
　


２
、  
０
０
０
円


 


・
高
校
生
以
下　
　


１
、  


０
０
０
円


 


・
ペ
ア
券
（
一
般
と
高
校
生
以
下
）


２
、  


５
０
０
円


● 


チ
ケ
ッ
ト
販
売　


発
売
中


第
13
回


山
口
県
和
太
鼓
の
祭
典


　


山
口
県
各
地
の
和
太
鼓
団
体
お
よ


び
地
元
の
和
太
鼓
団
体
が
出
演
す
る


コ
ー
ル
・
チ
ュ
ラ
カ
ー
ギ


第
31
回
定
期
演
奏
会


■
日
時　


12
／
13 
(日)　


14
：
00
開
演


■ 


場
所　


　


長
門
市
中
央
公
民
館
大
講
堂


■ 


入
場
料


・
前
売　


700
円


・
当
日　


800
円


■ 


曲
目


・
こ
こ
ろ
の
て
ん
き
よ
ほ
う


　


「
こ
こ
ろ
の
旅
」
ほ
か


・
Ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
ｓ  


ｆ
ｏ
ｒ


　


Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ  


〜
戦
後
70
年
〜


　


「
Ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
」


　


「
一
本
の
鉛
筆
」
ほ
か


・
近
代
日
本
名
歌
抄


　


「
青
い
眼
の
人
形
」
ほ
か


　


指
揮
：
有
田
知
永


　


ピ
ア
ノ
：
有
田
真
美
子
、


　


津
室
ひ
と
み


■ 


問
い
合
わ
せ


　


女
声
合
唱
団
コ
ー
ル
・
チ
ュ
ラ


　


カ
ー
ギ
（
重
村
）℡


22
‐
０
７
４
０


演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。


■
日
時　


12
／
６ 


（日） 　


12
：
30
開
場


13
：
00
開
演


■
場
所　


ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や


■
出
演
団
体


 


・
和
太
鼓　


鼓
波
会


 


・
三
隅
清
風
太
鼓


 


・
み
す
ゞ
音
頭
を
育
て
る
会　


青
波


 


・
県
内
各
地
の
和
太
鼓
団
体


■ 
入
場
料　


無
料


■
問
い
合
わ
せ　


ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や


℡
33
‐
０
０
５
１


第
17
回
香
月
泰
男


ジ
ュ
ニ
ア
大
賞
絵
画
展


●
会
期　


開
催
中
〜
12
／
28 


（月）


　


全
国
の
小
中
学
生
か
ら
絵
画
展
に


寄
せ
ら
れ
た
作
品
の
う
ち
、
受
賞
・


入
選
作
品
65
点
を
展
示
し
ま
す
。
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118
愛します！守ります！長門の海！


仙崎海上保安部
山口県長門市仙崎1026-2
☎ 26 - 0240


仙崎海上保安部ホームページ
http://www.kaiho.mlit.go.jp/
        07kanku/senzaki/
jcg7senzakikotsu2-4k7w@mlit.go.jp


船舶海難・人身事故発生状況
仙崎海上保安部管内（長門市）


船舶海難 人身事故


隻


数


死
亡
者


行
方
不
明


人


数


死
亡
者


行
方
不
明


10月 1 0 1 1


平成27年計 5 0 11 6


26年同時期 6 1 3 1


ライフジャケットを常時着用しよう!
携帯電話など連絡手段を確保しよう!
海のもしもは 「118番」へ!


年
末
年
始
の
安
全
総
点
検
!


　


仙
崎
海
上
保
安
部
で
は
、
年
末
年
始
に
お


け
る
船
舶
交
通
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、


平
成
27
年
12
月
10
日
（木）
か
ら
平
成
28
年
１
月


10
日
（日）
ま
で
の
間
、「
年
末
年
始
特
別
警
戒


及
び
安
全
指
導
」
を
実
施
し
ま
す
。


　


年
末
年
始
は
、
人
の
動
き
や
物
流
が
活
発


と
な
る
時
期
で
す
。


　


船
舶
を
運
行
す
る
際
は
、
次
の
こ
と
に
注


意
し
、
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。


●
船
体
・
機
関
等
の
発
航
前
点
検
の
徹
底


●
見
張
り
の
励
行
や
気
象
・
海
象
の
事
前
把


　


握
な
ど
、
安
全
運
航
の
徹
底


●
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
常
時
着
用


アニメ上映会（視聴覚室・入場無料）
・「有頂天家族②」（47分）


12／５（土）13：30～　
・「白雪姫」（83分）


12／26（土）13：30～　


定例行事  ＊はおはなしのへや
・としょかんひなのかい＊


 12 /４（金）10：30 ～　 
・かみしばい ＊
 12 /５（土）・19（土）15：00 ～　


・さっちゃんのかみしばい ＊
 12 /19（土）11：00 ～　 


・おはなしポケット＊
12 /12（土） 15：00 ～　


・絵本を楽しむ会＊     
 12 /17（木） 10：30 ～　


・たまごの会＊
12 /25（金） 10：30 ～　


・おはなしの会＊
12 /26（土） 15：00 ～　


・長門読書会（研修室）
 12 /26（土） 14：00 ～　


・よみっこくらぶ（ゆや分館）    
 12 /26（土）  15：30 ～　


 ・ゆりかご（ゆや分館）
12 /15（火） 10：30 ～　


移動図書館車
ぐるブック号運行中！
　Ａコース　 12 / ３（木）・17（木）
　Ｂコース　 12 /16（水）
　Ｃコース　 12 /11（金）・25（金）


今月のオススメ本
　『痛みの道標』　古内一絵著／小学館刊


　自殺に失敗した青年の前に現れ
た、既に他界したはずの祖父。


 二人は、祖父の心残りを果たすべ
く、ボルネオ島を訪れる。７０年
まえ、祖父が従軍していたその地
でおきた悲劇。
　その痛みに祖父は苦しみ続けて
いた。終戦間際の南洋での、悲惨
な戦争の記憶を描く長編小説。


年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ


　


本
館
は
、
12
月
28
日
（月）
か
ら
１
月
５
日
（火）


ま
で
、
分
館
は
12
月
28
日
（月）
か
ら
１
月
４
日


（月）
ま
で
休
館
し
ま
す
。


天
皇
誕
生
日
は
分
館
の
み
開
館
し
ま
す


　
12
月
23
日 


（水）
は
天
皇
誕
生
日
の
祝
日
で


す
が
、
分
館
の
み
９
時
か
ら
17
時
ま
で
開
館


し
ま
す
。


山
口
県
内
公
立
図
書
館
連
携
イ
ベ
ン
ト


　


現
在
、
山
口
県
内
公
立
図
書
館
連
携
イ
ベ


ン
ト
と
し
て
「
図
書
館
で
知
る
や
ま
ぐ
ち
の


幕
末
・
維
新
」
が
各
地
の
図
書
館
で
開
催
さ


れ
て
い
ま
す
。


　


長
門
市
立
図
書
館
で
も
、「
幕
末
・
維
新
」


を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ


ご
覧
く
だ
さ
い
。


●
日　


時　


12
／
３ 


（木） 


〜
27 


（日） 


（
休
館
日
を
除
く
）


●
テ
ー
マ　


長
門
発
!!
幕
末
維
新
の
立
役
者


　


村
田
清
風
＆
周
布
政
之
助
こ
こ
に
あ
り
！


●
内　


容　


藩
政
改
革
の
中
心
人
物
と
し
て


　


手
腕
を
ふ
る
っ
た
郷
土
の
偉
人
「
村
田
清


　


風
」「
周
布
政
之
助
」
の
功
績
な
ど
を
紹


　


介
す
る
資
料
を
展
示
し
ま
す


映
画
上
映
会
（
入
場
無
料
）
の
お
知
ら
せ


●
上
映
タ
イ
ト
ル


・「
デ
ィ
ロ
ン
〜
ク
リ
ス
マ
ス
の
約
束
〜
」


・「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」（
日
本
語
字
幕
有
り
）


●
上
映
期
間
・
時
間　


12
／
16 


（水）
〜
20 


（日）


日
程


デ
ィ
ロ
ン     （


74
分
）
長
州
フ
ァ
イ
ブ（115
分
）


10
時
〜


12
／
16
・
18
・
20


12
／
17
・
19


14
時
〜


12
／
17
・
19


12
／
16
・
18
・
20


ハ
ン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
開
催


●
日　


時　


12
／
12 


（土）  


13
：
00
〜
14
：
00


●
場　


所　


本
館　


絵
本
コ
ー
ナ
ー
付
近


●
演
奏
者　


天
使
の
ひ
び
き
の
皆
さ
ん


Let’ s Go      To The     Library !


Let’ s Go      To The     Library !


Let’ s Go      To The   Library !


Let’ s Go      To The   Library !
 図書館だより


 図書館へ行こう！
　　　長門市立図書館　　℡26‐5123
　　　ゆや分館　　　　　℡33‐0051
　　　http://www2.lib-nagato.jp/
　　　e-mail  lib-nagato@hot-cha.tv


‐12 月の休館日‐
 本　　館　 2(水)・7(月)・14(月)・21(月)・
    23（水）・28(月) ～ 31(木)
 ゆや分館　  2(水 )・7(月 )・14( 月 )・21(月)・


28(月) ～ 31(木)
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▲昨年のコンサート風景


三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー


禁
煙
相
談（
要
予
約
）


●
日
時
／
会
場


　


12
／
８ 


（火）　


13
：
00
〜
16
：
00


長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー


℡
22
‐
２
８
１
１


心
の
健
康
相
談（
要
予
約
）


●
日
時
／
会
場


　


12
／
15 


（火）　


14
：
00
〜
16
：
00


長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー


℡
22
‐
２
８
１
１


３
歳
児
健
康
診
査


●
対
象　


　


平
成
24
年
11
月
生
ま
れ
の
子


●
日
時　


12
／
22 


（火）


受
付　


13
：
00
〜
13
：
30


●
会
場　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


●
必
要
な
も
の　


母
子
健
康
手
帳


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー 


・
12
／
２ 


（水）　


９
：
30
〜
11
：
30


黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー


　
　
　
　
　
　


13
：
00
〜
15
：
00


日
置
保
健
セ
ン
タ
ー


・
12
／
７ 


（月）　


９
：
30
〜
11
：
00


川
尻
老
人
憩
い
の
家


・
12
／
10 


（木）　


９
：
30
〜
11
：
00


宇
津
賀
集
落
セ
ン
タ
ー


９
：
00
〜
11
：
30　


三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー


・
12
／
21 


（月）　


９
：
30
〜
11
：
00


向
津
具
公
民
館


・
12
／
25 


（金）　


９
：
30
〜
11
：
30


油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー


育
児
相
談


●
対
象　


乳
幼
児
と
保
護
者


●
日
時
／
会
場


・
12
／
４ 


（金）　


９
：
30
〜
11
：
30


13
：
00
〜
15
：
00　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


・
12
／
11 


（金）　


10
：
00
〜
11
：
30


日
置
保
健
セ
ン
タ
ー


・
12
／
16 


（水）　


９
：
30
〜
11
：
30


　
　
　
　


油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー


・
12
／
18 


（金）　


９
：
30
〜
11
：
30


　
　
　
　
　
　


13
：
00
〜
15
：
00


　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


・
12
／
25 


（金）　


９
：
30
〜
11
：
00


休
日
検
診


● 


日
時


　


12
／
６ 


（日）　


７
：
30
〜
11
：
00


● 


会
場　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


●
受
診
で
き
る
も
の


・
胃
・
大
腸
・
肺
・
子
宮
・
乳
が
ん


　


検
診


・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
と
協
会


　


け
ん
ぽ
被
扶
養
者
の
特
定
健
診


・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保
険
者


　


の
健
診


※
胃
が
ん
検
診
は
要
予
約


※
乳
が
ん
検
診
は
定
員
に
達
し
た
た


　


め
申
し
込
み
を
締
め
切
り
ま
し
た


●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


　
　
　
　


℡
23
‐
１
１
３
３


健
康
相
談


●
対
象　


成
人


●
日
時
／
会
場


・
毎
週
木
曜
日　


９
：
00
〜
11
：
30


13
：
00
〜
15
：
00


相 
談


教 


室


１
歳
６
ヵ
月
児
健
康
診
査


●
対
象　


　


平
成
26
年
５
月
生
ま
れ
の
子


●
日
時　


12
／
９ 


（水）


受
付　


13
：
00
〜
13
：
30


●
会
場　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


●
必
要
な
も
の　


母
子
健
康
手
帳


健
康
診
査


健
康
ガ
イ
ド


く
ら
し
の
情
報


検 


診


乳
児
健
康
診
査


岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク　
℡
22
‐
２
７
１
７  


●
３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査   


第
16
回


万
作
・
萬
斎
狂
言
公
演


●
と
き　


３
／
12 
（土）　


14
：
00
開
演


●
番
組
・
出
演


 


・
解
説　


野
村
萬
斎


 


・
狂
言
「
宗
論
」
野
村
万
作
、


　


深
田
博
治
、
飯
田　


豪


 


・
狂
言
「
二
人
袴
」


　


野
村
萬
斎
、
石
田
幸
雄
、


　


月
崎
晴
夫
、
中
村
修
一


●
入
場
料　


1
階
席  


５
、７
０
０
円


２
階
席  


５
、２
０
０
円


※
全
席
指
定
・
税
込


●
発
売
日


 


・
友
の
会　


12
／
５
（土）      


10
：
00
〜


 


・
一
般　


12
／
16 


（水）　


10
：
00
〜


※
発
売
初
日
は
電
話
受
付
の
み


※
休
館
日
　
12
／
７
（月）
・
年
末
年
始


・
月
〜
水
・
金
曜
日　８


：
30
〜
17
：
00


・
木
・
土
曜
日　


８
：
30
〜
12
：
00


長
門
総
合
病
院　


℡
22
‐
２
２
２
０


● 


３
ヵ
月
児
健
康
診
査（
110
日
以
降
）


　


毎
週
火
曜
日　


13
：
00
〜
14
：
30


●
７
ヵ
月
児
健
康
診
査


　


12
／
３ 


（木）
、
10 


（木）
、
24 


（木）


13
：
00
〜
14
：
30


● 
必
要
な
も
の　


母
子
健
康
手
帳
、


　


乳
児
一
般
健
康
診
査
受
診
票


健
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ


教
室（
要
予
約
）


●
日
時
（
全
３
課
）


・
12
／
１
（火）　


 


10
：
00
〜
14
：
00


・
12
／
８
（火） 　


13
：
30
〜
16
：
00


・
12
／
15 


（火） 　
10
：
00
〜
13
：
00


●
会
場　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


●
必
要
な
も
の　


母
子
健
康
手
帳


●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー　


℡
23
‐
１
１
３
３








　　


長門市消防本部
中央消防署 ℡ 22-0119


西消防署 ℡ 32-1230


火災時の問い合わせ


 ℡ 22-1414


ホームページ


http://www.city.nagato.yamaguchi.


jp/̃shobo/


火災救急
件数［10月］
（　）内は今年累計


火


災


救
急


建　物
０（３）


林　野
０（1）


車　両
1（３）


船　舶
０（0）


その他
1（4）


170
（1,563）


合　計
２（11）


2015.12.1 28


◯
上
手
な
飲
み
方
〜
虎
の
巻
〜


①
ゆ
っ
く
り
飲
み
ま
し
ょ
う


29


　


本
格
的
な
冬
の
到
来
を
迎
え
る


と
、
家
庭
で
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖


房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く


な
り
ま
す
。


　


火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意


で
発
生
し
ま
す
の
で
、
暖
房
器
具


を
使
用
す
る
場
合
は
次
の
こ
と
に


注
意
し
ま
し
ょ
う
。


①
暖
房
器
具
の
周
囲
に
新
聞
紙
や


　


雑
誌
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を


　


置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う


②
暖
房
器
具
の
上
で
洗
濯
物
を
乾


　


か
し
た
り
、
カ
ー
テ
ン
や
布
団


　


が
接
触
し
た
り
し
な
い
よ
う
に


　


し
ま
し
ょ
う


③
給
油
や
外
出
、
就
寝
す
る
と
き


　


は
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う


④
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
暖


　


房
器
具
で
は
、
燃
料
タ
ン
ク
の


　


蓋
が
確
実
に
閉
ま
っ
て
い
る
こ


　


と
を
確
認
し
、
燃
料
が
漏
れ
な


　


い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う


⑤
電
源
コ
ー
ド
や
プ
ラ
グ
を
定
期


　


的
に
点
検
し
、
異
常
が
あ
る
場


　


合
は
使
用
せ
ず


　


に
、
販
売
店
な


　


ど
に
相
談
し
ま


　


し
ょ
う


暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
に
注
意


　


だ
ん
だ
ん
と
寒
く
な
っ
て
き
ま


し
た
。「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
は
終


わ
り
を
告
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す


が
、
今
回
は
長
門
市
ス
ポ
ー
ツ
推


進
委
員
で
考
案
し
た
ニ
ュ
ー
ス


ポ
ー
ツ
「
パ
タ
ー
・
ｄ
ｅ
・
ビ
ン


ゴ
」
を
紹
介
し
ま
す
。


　


こ
の
競
技
は
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル


フ
用
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
ボ
ー
ル
を


使
用
し
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ


と
同
じ
要
領
で
打
ち
、
ボ
ー
ル
を


数
字
の
マ
ス
内
に
止
め
て
い
く


ゲ
ー
ム
で
す
。


　


１
人
が
６
球
打
ち
、
１
か
ら
９


ま
で
の
マ
ス
内
に
収
ま
れ
ば
、
そ


の
数
字
が
得
点
と
な
り
、
１
つ
の


回
が
終
了
し
た
時
点
で
ビ
ン
ゴ
に


な
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
得
点
が


２
〜
４
倍
に
な
り
ま
す
。


　


し
か
し
、
マ
ス
の
外
枠
の
赤
い


ゾ
ー
ン
に
ボ
ー
ル
が
止
ま
る
と
マ


イ
ナ
ス
５
点
、
ボ
ー
ル
が
マ
ッ
ト


の
外
に
出
て
し
ま
う
と
得
点
に
は


な
ら
ず
、
集
中
力
や
コ
ン
ト
ロ
ー


ル
、力
加
減
な
ど
が
試
さ
れ
ま
す
。


　


11
月
３
日
（火）
に
開
催
さ
れ
た
日


置
ふ
る
さ
と
祭
り
で
も
体
験
コ
ー


ナ
ー
を
設
け
、
子
ど
も
か
ら
年
配


者
ま
で
幅
広
い
世
代
が
楽
し
ん
で


い
ま
し
た
。


　


対
戦
形
式
な
の
で
、
次
第
に


勝
負
魂
に
火
が
つ
い
て
き
ま
す
。


し
っ
か
り
体
を
動
か
す
ス
ポ
ー
ツ


も
魅
力
的
で
す
が
、
１
球
１
球
の


真
剣
勝
負
も
、
ま
た
一
味
違
っ
た


ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
方
に
繋
が
る


と
思
い
ま
す
。


　


興
味
の
あ
る
人
、
体
験
し
て
み


た
い
人
は
、
教
育
委
員
会
生
涯
学


習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
で
連
絡
し


て
く
だ
さ
い
。


　
　
　
　
楽
し
く
、
上
手
に
お
酒
と
付
き
合
う
た
め
に


め
ざ
せ
、健
康
長
寿


健康メモ


み
ん
な
の
元
気
が 


な
が
と
の
元
気


No.32


はじめよう！
　あなたの
　　健康づくり


長門市保健センター
℡ 23-1133▲会田玲奈さん


　


食
べ
な
が
ら
楽
し
く
会
話
し
て
飲


　


む
こ
と
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を


　


も
た
ら
し
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中


　


毒
の
予
防
に
も
な
り
ま
す


②
多
く
の
種
類
を
飲
ま
な
い


　


い
わ
ゆ
る
「
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
」
は
、


　


泥
酔
や
二
日
酔
い
の
原
因
に
な
り


　


ま
す


③
飲
酒
は
遅
く
と
も
夜
12
時
頃
ま
で


　


個
人
差
や
体
調
に
よ
り
異
な
る
も


　


の
の
、
日
本
酒
１
合
の
分
解
に
は


　


約
３
時
間
か
か
り
ま
す
。
長
時
間


　


や
深
夜
ま
で
の
飲
酒
は
翌
朝
以
降


　


も
体
内
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
残
る
た


　


め
、
日
中
仕
事
や
活
動
が
は
か
ど


　


ら
な
く
な
る
ほ
か
、
飲
酒
運
転
に


　


よ
る
事
故
な
ど
生
命
の
危
機
を
招


　


き
ま
す


④
週
２
日
は
休
肝
日
（
飲
酒
し
な
い


　


日
）
を
設
け
ま
し
ょ
う


※
次
回
は
「
介
護
予
防
」
に
つ
い
て


　


掲
載
し
ま
す


こ
ん
に
ち
は


ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す
！


生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
℡
23
‐
１
２
９
５


■１日に飲むお酒の適量（表１）


種類
（アルコール度数） １日の適量


ビール・発泡酒
（５％）


中ビン１本
中ジョッキ１杯（500ml）


ワイン（12％） グラス２杯弱（200ml）


日本酒（15％） １合（180ml）


焼酎（35％） ぐいのみ２杯弱（70ml）


ウイスキー（40％） ダブル１杯（30ml）


▲対戦形式で楽しめる「パター・de・ビンゴ」


　


10
月
25
日
（日）
に
開
催
さ
れ
た


「
第
31
回
い
き
い
き
の
び
の
び


な
が
と
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
の


ス
テ
ー
ジ
上
で
、
市
内
外
の
さ


ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
出
席
し


長
門
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
う


「
８
代
目
な
が
と
観
光
ア
テ
ン


ダ
ン
ト
」
の
認
定
書
交
付
式
が


行
わ
れ
ま
し
た
。


　


こ
の
た
び
選
出
さ
れ
た
の
は


ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の


会
田
玲
奈
さ
ん
、
市
役
所
臨
時


職
員
の
河
野
純
子
さ
ん
、
藤
井


茜
さ
ん
、
団
体
職
員
の
八
道
芹


香
さ
ん
の
４
人
で
す
。「
楽
し


み
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組


み
た
い
」「
国
内
外
の
観
光
客


へ
長
門
の
豊
か
な
自
然
や
景
色


を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」
な
ど
、
活
動


に
あ
た
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
負


を
語
り
ま
し
た
。


　


ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
制
服
は
、


こ
れ
ま
で
の
ス
ー
ツ
ス
タ
イ
ル


か
ら
は
か
ま
ス
タ
イ
ル
に
一
新


さ
れ
、
み
す
ゞ
さ
ん
が
育
っ
た


時
代
を
感
じ
さ
せ
る
レ
ト
ロ
ス


タ
イ
ル
と
な
り
ま
し
た
。


　


今
後
、
市
外
に
向
け
て
の
Ｐ


Ｒ
は
も
と
よ
り
、
市
外
か
ら
の


お
客
様
を
お
迎
え
す
る
行
事
や


イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
取
り


組
ん
で
い
き
ま
す
。


な
が
と
観
光
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が


決
ま
り
ま
し
た
！


▲レトロスタイルの制服をふるさとまつり会場で初披露 ▲八道芹香さん▲藤井茜さん▲河野純子さん


脳・神経　脳卒中、認知症、急性アルコール
　　　　　中毒、アルコール依存症
心臓　不整脈、高血圧　血液　貧血　
胃　胃炎、胃かいよう　食道　食道炎、がん
肝臓　脂肪肝、肝硬変　腸　下痢、吸収障害
すい臓　すい炎、糖尿病
性腺　卵巣機能低下症、ＥＤ


　


適
量
の
お
酒
は
、
食
欲
増
進
や
ス


ト
レ
ス
解
消
な
ど
、
身
体
に
良
い
作


用
を
も
た
ら
し
ま
す
。
一
方
、
過
量


や
間
違
っ
た
飲
み
方
を
す
る
と
身
体


に
次
の
よ
う
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。


　


１
日
の
適
量
は
（
表
１
）
の
と
お


り
で
、
通
常
の
ア
ル
コ
ー
ル
分
解
能


力
を
持
つ
日
本
人
の
場
合
は
純
ア
ル


コ
ー
ル
量
約
20
ｇ
、
女
性
や
高
齢
者


の
場
合
は
半
量
の
約
10
ｇ
が
適
量
で


す
。
分
解
能
力
は
肝
臓
内
の
酵
素
量


に
左
右
さ
れ
、個
人
差
が
あ
り
ま
す
。


飲み過ぎると…


※こんな人は禁酒！
○妊婦・授乳中の女性　子どもの発育・発達不良につながります
○服薬中の人　薬の作用不良・効き過ぎの恐れがあります








１ 火
●行政相談／三隅支所／10時～12時　●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡
0838-24-0500）


２ 水


３ 木
障害者週間（9日まで）　●街頭献血／フジ長門店／10時～・13時15分～　●商工会議所・商工会合同なんでも相
談会／長門商工会議所／10時～　●ピアノデュオ・クトロヴァッツ公演／ルネッサながと／18時30分～


４ 金


５ 土
●坂倉秀典回顧展／ルネッサながと／10時～16時／28日まで


６ 日
●山口県和太鼓の祭典／ラポールゆや／13時～


７ 月
●行政相談／日置支所／10時～12時


８ 火
●行政相談／ラポールゆや／10時～12時　●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡
0838-24-0500）　●禁煙相談／長門健康福祉センター／13時～16時／要予約（℡22-2811）


９ 水
　　


10 木 上下水道使用料納期限（三隅・俵山・東深川・西深川・深川湯本・渋木・真木地区）　●社会保険年金相談・申請
／市役所本庁会議室／10時～16時　


11 金
12 土
13 日 ●ひきこもりを考えるフォーラム／山口県総合保健会館／13時30分～　●コール・チュラカーギ第31回定期演奏


会／長門市中央公民館／14時～　●大津あきら杯県内選抜歌謡コンクール／ルネッサながと／10時～・13時～


14 月
15 火 ●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　●心の健康相談／長門健


康福祉センター／14時～16時／要予約（℡22-2811）


16 水 ●人権・行政相談／市役所本庁市民相談室／10時～12時　　　


17 木 ●ステップ運動教室／物産観光センター／10時～／要申込（℡23-1133）　●発達クリニック／長門健康福祉セン
ター／14時～16時／要予約（℡22-2811）　　


18 金 ●山口県埋蔵文化財センター巡回展／ながと歴史民俗資料室／9時～17時／1月31日まで


19 土 ながと食の日　●こころの健康づくり講演会／長門市地域医療連携支援センター／13時50分～／要申込（℡33-
3021）


20 日 ●油谷こどもミュージカル第14回定期公演／ラポールゆや／11時～・14時～


21 月 ●お酒に関する困りごと相談／長門健康福祉センター／15時～16時／要申込（℡22-2811）　


22 火 ●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　●骨髄バンク登録受付・
Ｃ型Ｂ型肝炎検査・エイズ抗体検査／長門健康福祉センター／要予約（℡22-2811）


23 水 天皇誕生日


24
木


●無料法律相談／市役所本庁市民相談室／10時～15時／要予約（℡23-1299）　●社会保険年金相談・申請／市役
所本庁会議室／10時～16時　●街頭献血／長門警察署（10時～）／長門市教育委員会（12時～）／日置保健セン
ター（14時30分～）


25 金 固定資産税3期納期　


26 土
27 日
28 月 ながと生涯学習の日　●公務納め　


29 火
30 水
31 木


2015.12.1 3031


毎月19日は「ながと食の日」


栄養価（１人分）
エネルギー…102kcal
たんぱく質…3.6g
脂　　　質…5.6g
塩分相当量…0.9g
カルシウム…57mg


ほっちゃテレビ放送予定
12／18（金）・20（日）


主食


副菜


主菜


牛乳・乳製品 果物


■食事バランスガイド


消費者トラブルＱ＆Ａ


先日、電話で行政機関を名乗り『マイナ
ンバー制度の導入に伴い、個人情報を調
査中である』と言って、資産や保険の契


約状況などを聞かれた。本当にそのような調査を
しているのか。


10 月からマイナンバーの通知が始まった
ことに関連して、行政機関を名乗り、「口
座番号」や「資産」「年金情報」などの個


人情報を、電話やメール、訪問などで聞き出そう
とする「かたり調査」の相談が全国で発生してい
ます。また、業者を名乗り、「あなたのマイナンバー
を管理するので、まかせてほしい」と契約を迫ら
れたケースも確認されています。
　このような悪質な人物は、相手が制度を正しく
理解していないことに付けこみ、不安や混乱に陥
れる手法で接触してきますので、十分な注意が必
要です。
　不審な電話がかかってきた場合は、相手にせず
にすぐに電話を切り、来訪の申し出があっても断
るようにしましょう。少しでも不安を感じたら、
すぐに消費生活センターや警察署にご相談くださ
い。マイナンバー制度の仕組みなど全般について
は、マイナンバーの専用コールセンター「0120-
95-0178」にお問い合わせください。


マイナンバー制度に便乗した不審な電話に注意！


Ｑ


Ａ


問い合わせ　長門市消費生活センター　　℡ 23-1115
　　　　　　山口県消費生活センター  ℡ 083-924-0999


作り方
① ホウレンソウは固めにゆでて4cmの長さに切る。ニンジンも4cmの細切りにして、下
ゆでしておく
②春雨は熱湯で戻し、食べやすい長さに切る
③フライパンにサラダ油 1/2 量を熱し、いり卵を作り取り出す。残りの油を入れてみじん切
　りにした長ネギ、ショウガを炒め、①を加えて炒める。Ａで調味し、②の春雨、いり卵
　を混ぜる


食推おすすめ料理


材　料（4人分）


長門市食生活改善推進協議会


ワンポイントアドバイス
ホウレンソウはしっかり水切りしておきましょう。


ホウレンソウ  …320g
ニンジン  …80g
卵  …1 個
春雨（乾燥）　 …20g
長ネギ　　　　　 …20g
ショウガ  …少々
サラダ油  …大さじ1・1/3


  ホウレンソウの中華風炒め  ー彩り豊か、お子様にも！ー


　　塩  …小さじ 1/3
　　しょうゆ  …大さじ 1/2
　　酒  …1/4 カップ


12 月のカレンダー 2015 December 12


Ａ


●イベント　●相談・健診


地　区 道路部分 宅地部分


長門地区 水道課　℡ 23-1171
℡ 22-2111*


㈱セブンリフォーム
℡ 22-2138


三隅地区 三隅支所  
℡ 43-0221


森永水道㈱
℡ 43-0552


日置地区 日置支所
 ℡ 37-2111


㈲キハラ
℡ 34-0018


油谷地区 油谷支所  
℡ 32-1111


㈲キハラ
℡ 34-0018


水道修繕当番店（12月） * は休日・夜間


長門市応急診療所
●診療科…内科・小児科
●診療日・時間…平日 19 時～ 22 時／日曜・祝日・年末年
　始9時～正午・13時～17時（受付は診療終了30分前まで）


休日当番病院　まずは長門市応急診療所へ
月／日 曜 当　番　病　院 電話番号


12 ／ 6 日
長門市応急診療所 27-0199
岡田病院 23-0033


12 ／13 日
長門市応急診療所 27-0199
斎木病院 26-1211


12 ／ 20 日
長門市応急診療所 27-0199
長門総合病院 22-2220


12 ／ 23 水
長門市応急診療所 27-0199
岡田病院 23-0033


12 ／ 27 日
長門市応急診療所 27-0199
斎木病院 26-1211


12 ／30 水
長門市応急診療所 27-0199
長門総合病院 22-2220


12 ／ 31 木
長門市応急診療所 27-0199
岡田病院 23-0033


１／１ 金
長門市応急診療所 27-0199
斎木病院 26-1211


１／２ 土
長門市応急診療所 27-0199
長門総合病院 22-2220


１／３ 日
長門市応急診療所 27-0199
岡田病院 23-0033
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花
と
鳥 


　
　
金
子
み
す
ゞ


　
　
　
　
　


『
金
子
み
す
ゞ
全
集
』（
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
）


花
と
鳥
、


あ
そ
ん
で
た
、


繪
本
の
な
か
で
。


花
と
鳥
、


な
ら
ん
で
た
、


お
と
む
ら
ひ
の
ま
へ
に
。


た
あ
れ
と


あ
そ
ぶ
。


花
屋
の
花
は
。


た
あ
れ
と


あ
そ
ぶ
。


鳥
屋
の
鳥
は
。


　


４
地
区
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
最
後


を
飾
る「
第
34
回
日
置
ふ
る
さ
と
祭
り
」


が
11
月
3
日
（火）
の
文
化
の
日
に
、
日
置


農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
開
催


さ
れ
ま
し
た
。
日
置
地
区
の
園
児
や
児


童
、
生
徒
に
よ
る
鼓
笛
や
和
太
鼓
演
奏


な
ど
が
行
わ
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
サ


イ
コ
ロ
を
振
っ
て
マ
ツ
タ
ケ
を
当
て
る


「
マ
ツ
タ
ケ
狩
り
ゲ
ー
ム
」
な
ど
、
日


置
地
区
な
ら
で
は
の
催
し
も
会
場
を
盛


り
上
げ
ま
し
た
。


　


恒
例
の
「
ジ
ャ
ン
ボ
の
り
巻
き
」
で


は
、
約
200
人
の
参
加
者
が
協
力
し
て
全


長
72
ｍ
の
の
り
巻
き
を
作
り
ま
し
た
。


表
紙
の
説
明


第
34
回
日
置
ふ
る
さ
と
祭
り


協
力
し
の
り
巻
き
を
作
る


編
集
後
記


長門市のDATA
〔平成27年11月１日〕


人　口 36,236 人 ( -35)
　　男 16,770 人 (   -5)
　　女 19,466 人 ( -30)
世帯数 16,209 世帯 ( -17)


( ) 内は先月比


〔9月分〕 出生 14 人 死亡 48 人
 転入 　50人 転出  51 人


▲祭り会場そばの B&G海洋センターでは文化作品の展示も
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早
い
も
の
で
、
も
う
師
走
を
迎
え


ま
し
た
▼
長
門
市
で
は
毎
年
夏
か
ら


秋
に
か
け
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で


す
。
海
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
各
地
区
の


や
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、
特
に
昨
年
は


や
き
と
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
今
年
は
西
日


本
や
き
と
り
祭
り
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ


ク
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
長
門
市


を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
▼
主
催
も


市
、
企
業
、
地
域
、
団
体
な
ど
、
さ


ま
ざ
ま
な
取
組
が
官
民
あ
げ
て
行
わ


れ
て
お
り
、
こ
の
地
域
を
本
当
に
活


性
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い


が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
▼
そ
の
思
い
を


市
内
外
に
伝
え
て
い
く
の
が
広
報
担


当
の
仕
事
。
本
当
に
や
り
が
い
の
あ


る
仕
事
で
す
▼
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か


り
長
門
市
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
発
信
し


て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
い
）
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主な内容
● 長門市長選挙 大西 倉雄氏が再選  2～3ページ
● 長門市まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定  4～5ページ
● 特集 平成 26年度　決算報告   6～9ページ
● 特集 人権を考える Part1　10～11ページ
● くらしの情報  16ページ～
　・身体障害者を対象とした長門市非常勤職員募集　・平成27年県選奨　・年末年始の業務
　・償却資産の申告は2月 1日までに　・ケーブルテレビ利用料コンビニ支払い開始　・街頭献血
　・平成28年度園児募集　・魅力ある「道の駅」の整備に向けて　・こころの健康づくり講演会


協力しのり巻きを作る／第34回日置ふるさとまつり
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長
門
市
長
選
挙


  
大
西
倉
雄
氏
が
再
選


2015.12.1 23


　


任
期
満
了
に
伴
う
長
門
市
長
選
挙
と
長
門
市
議
会
議
員
補
欠
選


挙
が
11
月
８
日


（日）
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
長
選
挙
は
現
職
の


大
西
倉
雄
氏
の
ほ
か
に
立
候
補
の
届
出
が
な
く
、
無
投
票
再
選
が


決
ま
り
ま
し
た
。


　


長
門
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
15
日


（日）
に
投
開
票
が
行
わ
れ
、


田
村
哲
郎
氏
と
田
村
大
治
郎
氏
の
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。


市
長
就
任
あ
い
さ
つ


　


こ
の
度
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し


て
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
再


び
市
政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し


た
。
も
と
よ
り
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す


が
、
現
下
の
厳
し
い
情
勢
を
踏
ま
え
な


が
ら
、
一
層
の
精
進
を
重
ね
る
覚
悟
で


ご
ざ
い
ま
す
。


　


こ
の
４
年
間
、
私
は
チ
ー
ム
な
が
と


を
構
築
し
「
全
国
に
誇
れ
る
ま
ち
を
創


る
」
こ
と
を
基
本
理
念
に
、
少
子
高
齢


化
・
防
災
・
経
済
活
性
化
対
策
な
ど
、


市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り


ま
し
た
。
特
に
「
な
が
と
成
長
戦
略
」


の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
地
集
積


バ
ン
ク
の
設
置
、
な
が
と
物
産
合
同
会


社
の
立
ち
上
げ
な
ど
、
本
格
的
な
取
組


を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。


　


今
、
国
・
県
に
お
き
ま
し
て
も
、
地


方
創
生
に
向
け
た
取
組
が
始
ま
っ
て
い


ま
す
。
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
国


に
先
駆
け
て
進
め
て
い
る
「
な
が
と
成


長
戦
略
」
の
取
組
を
柱
と
し
た
「
長
門


市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦


略
」
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。


　


今
後
、
成
長
戦
略
に
よ
る
産
業
振
興


や
子
育
て
環
境
の
整
備
等
重
点
施
策
の


さ
ら
な
る
加
速
と
着
実
な
実
施
に
よ


り
、
必
ず
や
市
民
が
安
心
し
て
働
き
、


子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る


ま
ち
と
な
る
よ
う
全
力
を
傾
注
し
て
ま


い
り
ま
す
。


　


引
き
続
き
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解


と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申


し
上
げ
ま
す
。


　
　
　


長
門
市
長　


大
西　


倉
雄


長門市議会議員補欠選挙投票結果


大西　倉雄 65 歳／無所属　日置上西坂本


長門市長選挙当選者（敬称略）


　


11
月
９
日


（月）
、
長
門
市
役
所
本
庁
前
に


は
職
員
や
一
般
市
民
が
大
西
市
長
の
初
登


庁
を
出
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
長
門


市
は
待
っ
た
な
し
の
危
機
的
な
状
況
で
あ


り
、
全
国
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め


職
員
の
皆
さ
ん
と
こ
の
危
機
感
を
共
有
し


な
が
ら
、『
チ
ー
ム
な
が
と
』
で
私
も
先


頭
に
立
っ
て
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま


す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。


　


幹
部
職
員
を
前
に
し
た
訓
示
で
は
、


「『
な
が
と
成
長
戦
略
行
動
計
画
』、『
長
門


市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』、『
長
門
市
ま
ち
・
ひ


と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』
を
策
定
し
、


こ
れ
ら
取
組
に
よ
っ
て
、
若
い
人
に
喜
ん


で
選
択
さ
れ
る
ま
ち
に
な
る
よ
う
が
ん


ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
話
し
ま
し
た
。


田村大治郎
48 歳／無所属
東深川中山


長
門
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
当
選
者


（
敬
称
略
）


田村　哲郎
71 歳／無所属
西深川上川西1区


地区名
当日有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（％）


男 女 計 男 女 計 男 女 計


通・仙崎地区 2,323 2,767 5,090 654 895 1,549 28.15 32.35 30.43


深川地区 4,961 6,027 10,988 1,669 2,009 3,678 33.64 33.33 33.47


俵山地区 434 530 964 185 214 399 42.63 40.38 41.39


三隅地区 2,094 2,515 4,609 676 854 1,530 32.28 33.96 33.20


日置地区 1,598 1,904 3,502 593 725 1,318 37.11 38.08 37.64


油谷地区 2,530 3,046 5,576 1,077 1,354 2,431 42.57 44.45 43.60


計 13,940 16,789 30,729 4,854 6,051 10,905 34.82 36.04 35.49


▲市民や市職員に迎えられ初登庁▲幹部職員を前に訓示


開票結果（敬称略／得票順）


得票数 氏　名 党　派


当 3,966.198 田村　哲郎 無所属


当 3,470.801 田村大治郎 無所属


          3,031 有田　　茂 無所属


長門市議会議員補欠選挙開票結果
（11月 15 日投開票）


※小数点以下があるものは、票の案分をしたためです。
　なお、小数点 4 位以下は切り捨てとなります。








戦
略
の
視
点
・
目
標


　


総
合
戦
略
に
お
い
て
は
、
次
の
３


つ
の
視
点
か
ら
現
状
認
識
を
行
い
、


課
題
を
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い


て
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。


　


本
市
は
、
第
一
次
産
業
従
事
者
の


高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
食


料
品
製
造
業
や
宿
泊
業
、
流
通
従
事


者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
き
れ
て
い
な


い
こ
と
か
ら
、
現
在
取
組
を
進
め
て


い
る「
な
が
と
成
長
戦
略
行
動
計
画
」


の
事
業
展
開
を
加
速
化
さ
せ
、
第
一


次
産
業
従
事
者
の
所
得
向
上
と
基
盤


産
業
と
し
て
の
成
長
を
実
現
し
、
本


市
の
産
業
構
造
を
活
か
し
た
、「
循


環
型
経
済
」
の
域
内
化
を
確
立
す
る


必
要
が
あ
り
ま
す
。


　


ま
た
、
市
外
へ
の
転
出
な
ど
に
よ


り
各
産
業
に
お
け
る
人
手
不
足
は
顕


在
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
成
長
産


業
の
担
い
手
と
な
る
、
目
標
を
抱
き


や
り
が
い
を
持
っ
て
働
く
「
人
財
」


を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
求
人
ニ
ー


ズ
と
求
職
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
さ


せ
る
た
め
の
取
組
も
必
要
で
す
。


戦
略
の
視
点
１　


　


地
域
に
成
長
力
を
生
む


　


取
組
の
創
出


2015.12.1 45


策
定
の
背
景


　


我
が
国
の
人
口
は
、
平
成
20
年
を


ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
生
産
年
齢


人
口
の
減
少
に
よ
る
経
済
活
動
の
縮


小
や
老
年
人
口
の
増
加
に
よ
る
社
会


保
障
費
の
負
担
増
な
ど
、
人
口
構
造


の
変
化
へ
の
対
応
が
重
要
な
政
策
課


題
と
な
っ
て
い
ま
す
。


　


こ
の
た
め
、
国
は
平
成
26
年
11
月


に
成
立
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご


と
創
生
法
」
に
基
づ
き
、「
ま
ち
・


ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」


「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合


戦
略
」
を
同
年
12
月
に
策
定
し
、
人


口
減
少
や
東
京
一
極
集
中
な
ど
の
国


長
門
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定


に
お
け
る
構
造
的
課
題
の
解
決
に
向


け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。


　


長
門
市
の
人
口
は
、
昭
和
30
年


を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
お


り
、
平
成
25
年
３
月
に
国
立
社
会
保


障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
発
表
し


た
将
来
人
口
推
計
で
は
平
成
52
年


（
２
０
４
０
年
）
の
長
門
市
の
人
口


を
２
２
、０
８
７
人
と
予
測
。
ま
た
、


平
成
26
年
５
月
に
民
間
の
研
究
機
関


で
あ
る
日
本
創
成
会
議
が
示
し
た
全


国
896
市
町
村
の「
消
滅
可
能
性
都
市
」


に
長
門
市
が
含
ま
れ
る
な
ど
、
本
市


に
と
っ
て
人
口
減
少
へ
の
対
応
が
最


重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。


　


以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
市
の
特
性


を
活
か
し
た
地
域
創
生
を
積
極
的
か


つ
集
中
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
長


門
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総


合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。


総
合
戦
略
の
期
間


平
成
27
年
度
〜
31
年
度
（
５
年
間
）


総
合
戦
略
の
推
進
体
制


　


市
長
を
本
部
長
と
す
る
「
長
門
市


ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
本


部
」
に
よ
り
進
行
管
理
を
行
い
、
外


部
委
員
に
よ
る
「
長
門
市
ま
ち
・
ひ


と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
審
議
会
」


に
お
い
て
毎
年
度
成
果
検
証
や
意
見


聴
取
を
行
い
ま
す
。


　


市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
問
題
の
克
服
と
地
域
創
生
の
取
組


を
推
進
し
、「
や
さ
し
さ
が
こ
だ
ま
す
る
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
の


基
本
的
計
画
と
な
る
「
長
門
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
と
人
口
の
現
状
を
分


析
し
、
将
来
展
望
を
示
す
「
長
門
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
10
月
末
に
策
定
し
ま
し
た
。


基
本
目
標
１


「
し
ご
と
」
を
つ
く
る


重
点
施
策
「
な
が
と
成
長
戦
略
推
進


事
業
」
の
さ
ら
な
る
加
速


取
組
内
容　


●
一
市
一
農
場
の
推
進
、
自
然
栽
培


　


米
等
の
供
給
基
地
化
、
長
州
黒
か


　


し
わ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
、
長


　


州
な
が
と
和
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、


　


水
産
物
の
安
定
供
給
体
制
づ
く
り


●
販
路
開
拓
の
推
進
、「
な
が
と
物


　


産
合
同
会
社
」
の
司
令
塔
機
能
の


　


強
化
、
地
元
直
売
所
の
整
備
な
ど


●
安
心
・
安
全
な
農
水
産
物
づ
く
り
、


　


循
環
型
農
業
シ
ス
テ
ム
構
築


●
仙
崎
地
区
・
俵
山
地
区
・
湯
本
地


　


区
な
ど
の
観
光
振
興


●
後
継
者
・
継
承
者
の
確
保
お
よ
び


　


新
規
就
業
の
創
出


●
地
域
循
環
型
経
済
の
確
立


　


人
口
減
少
に
対
し
、
経
済
対
策
や


結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援
な
ど
複


合
的
な
取
組
に
よ
る
「
自
然
減
」
へ


の
対
応
と
、
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ


る
ま
ち
を
目
指
し
、
転
出
な
ど
に
よ


る
人
口
の
「
社
会
減
」
に
歯
止
め
を


か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。


　


そ
の
た
め
に
は
、
魅
力
的
な
地
域


資
源
（
自
然
、
文
化
、
教
育
環
境
）


を
活
用
す
る
と
と
も
に
、「
結
婚
、


妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
」
の
切
れ
目


な
い
支
援
を
さ
ら
に
進
め
、
都
市
部


に
は
な
い
長
門
の
魅
力
を
発
信
す
る


こ
と
に
よ
り
人
口
の
流
入
に
つ
な
げ


て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。


基
本
目
標
２「


う
ご
き
」を
生
む


取
組
内
容


●
交
通
ア
ク
セ
ス
改
善
に
よ
る
交
流


　


人
口
拡
大


●
外
国
人
観
光
客
な
ど
の
受
入
環
境


　


整
備
に
よ
る
交
流
人
口
創
出


●
長
門
の
豊
か
な
観
光
資
源
を
活
か


　


し
た
交
流
人
口
拡
大


●
移
住
・
定
住
促
進
対
策


●
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
に
向
け
た
情


　


報
発
信


●
地
域
の
し
ご
と
支
援
に
よ
る
定
住


　


促
進


基
本
目
標
３「


ひ
と
」
を
育
む


取
組
内
容


●
縁
結
び
支
援


●
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て


　


が
で
き
る
環
境
づ
く
り


10,000


15,000


20,000


25,000


30,000


35,000


40,000
人口 B


人口


2060 年


2055 年


2050 年


2045 年


2040 年


2035 年


2030 年


2025 年


2020 年


2015 年


2010 年


（人）


（平成 22年） （平成 32 年） （平成 42 年） （平成 52 年） （平成 62 年） （平成 72 年）


38,349


29,816


27,182


26,265


22,084


21,340


14,217


●
子
育
て
と
仕
事
が
両
立
で
き
る
環


　


境
づ
く
り


●
保
育
園
で
の
体
験
活
動
の
推
進


●
食
育
を
通
じ
た
地
域
子
育
て
推
進


●
体
験
型
学
習
の
推
進


●
家
庭
・
地
域
・
学
校
の
連
携


●
市
内
高
校
へ
の
通
学
環
境
づ
く
り


　


本
市
は
す
で
に
「
超
少
子
高
齢


型
」
の
人
口
構
成
を
顕
著
に
示
し
て


お
り
、
10
年
後
に
は
高
齢
化
率
が
約


45
％
に
達
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て


い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
自
治
会
が
担
っ


て
き
た
集
落
機
能
の
弱
体
化
を
抑
制


し
、
地
域
の
生
活
基
盤
を
支
え
る
構


造
を
維
持
す
る
た
め
に
、
市
民
活
動


団
体
な
ど
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ


テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
地


域
の
「
活
動
」
を
持
続
可
能
な
「
事


業
」
と
し
て
発
展
、
成
立
さ
せ
て
い


く
こ
と
が
重
要
で
す
。


国立社会保障・人口問題研究所による将来人口推計


総合戦略の着実な実行で、
人口減少をできるだけ緩やかに


長門市の人口の将来展望（2010 年は実績値）


基
本
目
標
４「ま


ち
」
を
つ
く
る


取
組
内
容


●
市
民
活
動
の
活
性
化
支
援


●
集
落
機
能
の
再
生
支
援


●
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
市
民
活


　


動
団
体
情
報
の
共
有
と
発
信


●
高
齢
者
に
よ
る
地
域
貢
献
の
た
め


　


の
体
制
づ
く
り


●
自
然
環
境
と
ま
ち
な
み
の
保
全


●
情
報
通
信
網
の
整
備
・
充
実


●
交
通
弱
者
の
移
動
支
援


●
高
齢
者
家
庭
等
の
買
い
物
支
援


●
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進


　


い
ず
れ
の
取
組
で
も
核
と
な
る


「
輝
く
人
」
が
「
ひ
と
」
を
呼
び
、


そ
の
ひ
と
が
ま
た「
輝
く
サ
イ
ク
ル
」


を
作
る
こ
と
を
通
じ
、「
や
さ
し
さ


が
こ
だ
ま
す
る　


子
育
て
世
代
に
選


ば
れ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
地
方


創
生
に
取
り
組
み
ま
す
。


　
「
長
門
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と


創
生
総
合
戦
略
」「
長
門
市
人
口
ビ


ジ
ョ
ン
」
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら


ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。


■
問
い
合
わ
せ　


企
画
政
策
課
企
画


調
整
係　
　
　
　


℡
23
‐
１
２
２
９


戦
略
の
視
点
２　


　
人
口
減
少
に
対
す
る
短
期
・


　


中
長
期
で
の
歯
止
め


戦
略
の
視
点
３　


　


人
口
減
少
下
で
も
活
力
を


　


維
持
で
き
る
地
域
づ
く
り


子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
へ


人口の将来展望の値は、戦略の諸施策の効果により、
下図①、②の率を実現した場合の人口推計値から算出
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財政力指数とは、地方公共団体の財政上の体力を示すも
のです。これが「１」に近いほど裕福な財政といえます。
※財政力指数の国平均については、まだ公表されていな
いため前年度の数値になります。


経常収支比率とは、財政の弾力性を示すものです。この
比率が大きいほど硬直化した財政といえます。


実質公債費率とは、市債などの返済金による財政負担の
程度を示すものです。高いほど財政が硬直化しています。
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長
門
市
の
平
成
26
年
度
の
決
算
が
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
納
め


た
税
金
は
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
使
わ


れ
て
い
ま
す
。
ど
の
く
ら
い
収
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
長
門


市
の
財
政
状
況
を
平
成
26
年
度
の
決
算
か
ら
紹
介
し
ま
す
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長
門
市
の
会
計
に
は
、一
般
的
な
経
費
が
出


し
入
れ
さ
れ
、
運
営
上
の
中
核
と
な
る
「
一
般


会
計
」、
特
別
な
事
業
を
行
う
た
め
の
経
費
を


一
般
会
計
と
は
別
に
出
し
入
れ
す
る
「
特
別
会


計
」、
法
律
に
よ
っ
て
収
益
が
認
め
ら
れ
て
い


る
水
道
事
業
な
ど
の
「
公
営
企
業
会
計
」
の
３


つ
が
あ
り
ま
す
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一
般
会
計
】


　


平
成
26
年
度
一
般
会
計
で
は
、
歳
入
が


２
３
２
億
１
、
５
７
８
万
円
、
歳
出
が


２
２
５
億
７
、１
８
１
万
円
で
、
翌
年
度
に
繰


り
越
す
べ
き
財
源
２
億
２
、８
１
１
万
円
を
差


し
引
き
４
億
１
、５
８
６
万
円
の
黒
字
決
算
と


な
り
ま
し
た
。
対
前
年
度
比
で
は
、
歳
入
は


10.1
％
、
歳
出
は


11.0
％
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
ま
し
た
。


【
歳
入
】
国
庫
支
出
金
と
市
債
が
増


　


歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
は
37
億


１
、
１
７
８
万
円
で
、
前
年
度
比
2.0
％
の


減
、
歳
入
全
体
の


40.5
％
を
占
め
る
地
方
交
付


税
は
94
億
６
２
６
万
円
で
、
基
準
財
政
需
要


額
の
減
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
前
年
度
比


1.7
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
債


は
大
型
事
業
が
重
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
発


行
額
が
26
億
９
、８
０
０
万
円
と
前
年
度
比


１
３
５
・
７
％
の
大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
。


　


歳
入
全
体
で
は
、
が
ん
ば
る
地
域
交
付
金
の


交
付
に
よ
り
、
国
庫
支
出
金
が
増
額
し
た
こ
と


や
、
小
学
校
改
築
事
業
や
防
災
行
政
無
線
施
設


整
備
事
業
に
よ
る
市
債
の
増
加
に
よ
り
、
前
年


度
よ
り
21
億
２
、２
７
９
万
円
（


10.1
％
）
の
増


と
な
り
ま
し
た
。


　


市
税
や
使
用
料
な
ど
、
長
門
市
が
自
主
的
に


調
達
で
き
る
収
入
を
「
自
主
財
源
」
と
呼
び
ま


す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ


る
お
金
や
借
入
金
を
「
依
存
財
源
」
と
呼
び
ま


す
。
平
成
26
年
度
の
歳
入
で
は
、
自
主
財
源
が


全
体
の


27.0
％
で
、
そ
の
割
合
は
前
年
度
よ
り
0.2


ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。


【
歳
出
】
教
育
施
設
整
備
が
大
幅
増


　


歳
出
は
前
年
度
比
22
億
３
、
２
８
８
万


円
（


11.0
％
）
の
増
で
し
た
。
歳
出
の
ト
ッ


プ
は
民
生
費
57
億
７
、１
１
８
万
円
で
、
全


体
の


25.6
％
を
占
め
て
お
り
、
前
年
度
比


４
億
１
、７
１
７
万
円
（
7.8
％
）
増
え
ま
し
た
。


　


次
に
多
い
の
が
、
市
の
借
金
の
返
済
に
当
た


る
公
債
費
で
、
31
億
３
３
４
万
円
、
全
体
の


13.7
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
１
億
３
、０
０
４
万


円
（
4.0
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
３
番
目
に


多
い
の
が
、
総
務
費
で
27
億
５
、６
０
９
万
円
、


全
体
の


12.2
％
で
、
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
事


業
の
皆
減
に
よ
り
前
年
度
比
４
、１
１
２
万
円


（
1.5
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。


　


し
か
し
、
教
育
費
が
油
谷
小
学
校
の
改
築
や


小
・
中
学
校
の
耐
震
化
工
事
な
ど
の
た
め
、
前


年
度
比


65.4
％
の
大
幅
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。


　


歳
出
を
、
性
質
別
に
分
類
す
る
と
、
義
務
的


経
費
が


43.8
％
で
前
年
度
比
4.4
ポ
イ
ン
ト
の
減
、


投
資
的
経
費
が


17.5
％
で
前
年
度
比
4.0
ポ
イ
ン
ト


の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。


■総務費
　市の全般的な事務事業のた
　めの経費
■農林水産業費
　農林業の振興、漁港などの維
　持・整備、農業委員会の経費
■教育費
　小・中学校の教育、文化・ス
　ポーツ振興などの経費
■衛生費
　各種検診、環境対策、ごみ処
　理などの経費
■消防費
　消防に関する経費
■土木費
　道路・公園・市営住宅などの
　維持・整備の経費
■商工費
　商工業や観光振興のための
　経費
■議会費
　市議会運営のための経費


性質別歳出割合


用語解説
■義務的経費
　支出が義務づけられており、
　任意に削減できない経費
■投資的経費
　建物や道路の整備などの経
　費で、その支出の効果が長
　期にわたって持続するもの
■民生費
　児童・高齢者・障害者などの
　福祉に関する経費
■公債費
　事業を行うために借り入れ
　たお金の償還金


用語解説
■自主財源
　市税や市の施設の使用料な　
　ど市が自主的に収入できる
　お金
■依存財源
　地方交付税や国・県支出金　
　など国や県から市に入って
　くるお金


■市税
　市民の皆さんが納める税金
　や会社の法人市民税など
■地方交付税
　国の所得税、法人税、酒税
　などの一定割合を市の財政
　状況に応じて国から交付さ
　れるお金
■市債
　市が事業を行うために借り
　入れたお金


特集■決算報告


決
算
報
告


特集
平成26年度一


般
会
計


歳入歳出


0 50000 100000 150000 200000


労働費
8,104 万円
　  （0.4％）


  災害復旧費
6,897 万円
　  （0.3％）


　  民生費
57億7,118 万円
　（25.6％）


　   公債費
31億334万円
　（13.7％）


　  総務費
27億5,609 万円
　（12.2％）


   　教育費
26億2,598 万円
　 （11.6％）


   　衛生費
24億9,174 万円
　  （11.0％）


 農林水産業費
17億9,476 万円
　  （8.0％）


   　土木費
16億8,285 万円
　  （7.5％）


    消防費
6億3,987 万円
　 （2.8％）


   商工費
7億1,579 万円
　 （3.2％）


   　議会費
1億7,406 万円
　  （0.8％）


歳出総額
225億
7,181 万円


　諸支出金
6億 6,612 万円
　  （2.9％）


投資的経費
 17.5％


義務的経費
 43.8％


その他
 38.7％


人件費
16.8％


扶助費
13.3％


公債費
13.7％


普通建設事業費
　　17.2％災害復旧費


　 0.3％


物件費
11.8％


繰出金
12.6％


その他
14.3％


歳入総額
232億
1,578 万円


使用料及び手数料
  5 億1,274 万円


繰越金
  7 億5,406 万円


分担金及び負担金
     1億7,133 万円
財産収入


  8,776 万円
繰入金
3億 5,707 万円


寄附金
5,198 万円


地方消費税交付金
  3億9,745 万円


地方譲与税
  1 億8,727 万円


自動車取得税交付金
       2,652 万円


地方特例交付金
928万円


利子割交付金
1,066 万円


配当割交付金
2,784 万円


株式等譲渡所得割交付金
1,425 万円


ゴルフ場利用税交付金
638万円


交通安全対策特別交付金
406万円


　　依存財源
　　169億6,370 万円
　　　（73.0％）


市税
37億1,178 万円
（16.0％）


諸収入
6億536万円
（2.6％）


その他
19億3,494 万円
    （8.4％）


　地方交付税
94億626万円
　（40.5％）


　　市　債
26億9,800 万円
 　 （11.6％）


　 県支出金
16億8,898 万円
　　（7.3％）


　国庫支出金
24億8,675 万円
　（10.7％）


　　その他
6億8,371 万円
   　（2.9％）


自主財源
62億5,208 万円
     （27.0％）


   農林水
産業費    4 万8,789 円


   土木費    4 万 5,747 円


   消防費    1 万7,394 円


   商工費    1万9,458 円


   議会費    4,732 円


   その他    1 万 9,983 円


   民生費    15 万6,885 円


   公債費    8 万4,362 円


   総務費    7 万4,922 円


   衛生費    6 万7,736 円


   教育費    7 万1,385 円


  労働費   2,203 円


   ※平成27年1月1日現在の住民基本台帳の
　　人口36,786 人から算出
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財政力指数とは、地方公共団体の財政上の体力を示すも
のです。これが「１」に近いほど裕福な財政といえます。
※財政力指数の国平均については、まだ公表されていな
いため前年度の数値になります。


経常収支比率とは、財政の弾力性を示すものです。この
比率が大きいほど硬直化した財政といえます。


実質公債費率とは、市債などの返済金による財政負担の
程度を示すものです。高いほど財政が硬直化しています。
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市税の内訳
税の種類 収入金額 収納率


（現年分）


　市民税 14 億 9,254 万円 98.7％


　固定資産税 17 億 6,710 万円 96.6％


　軽自動車税 9,434 万円 98.5％


　市たばこ税 2 億 3,777 万円 100.0％


　入湯税 3,002 万円 94.3％


　都市計画税 9,002 万円 95.1％


合　計 37 億 1,178 万円 97.7％
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新
市
誕
生
か
ら
10
年
経
過
の
節
目
を
迎
え


ま
し
た
が
、
合
併
時
に
４
万
２
千
人
台
で
あ
っ


た
人
口
は
平
成
26
年
度
末
に
は
３
万
６
千
人


台
ま
で
に
落
込
み
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進


展
し
て
い
ま
す
。


　


普
通
会
計
に
よ
る
決
算
状
況
の
推
移
を
見


る
と
、
歳
入
面
で
は
市
税
に
代
表
さ
れ
る
自
主


財
源
割
合
が
減
少
し
、
地
方
交
付
税
へ
の
依
存


体
質
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
長
年
の
懸
案
で


あ
る
市
税
等
の
収
納
率
に
つ
い
て
は
、
債
権
の


適
正
管
理
等
に
よ
り
徐
々
に
成
果
が
表
れ
て


き
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
徴
収
対
策
の
強
化


に
努
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


　


歳
出
面
で
は
教
育
施
設
の
集
中
的
整
備
を


除
け
ば
公
共
事
業
費
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま


す
が
、
一
方
で
、
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し


て
の
扶
助
費
に
つ
い
て
は
、
世
相
を
反
映
し
た


増
加
傾
向
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。


　


な
お
、
合
併
効
果
と
し
て
最
も
期
待
さ
れ
た


人
件
費
は
、
定
員
適
正
化
の
推
進
に
よ
り
大
き


な
節
減
効
果
を
生
み
出
し
た
も
の
の
、
こ
れ
が


住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
繋
が
る
こ
と
の
な


い
よ
う
見
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。


　


次
に
、
特
別
会
計
の
国
保
・
介
護
保
険
事
業


や
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
で
は
、
高
齢
化
に
伴


い
保
険
給
付
費
等
の
増
加
傾
向
が
顕
在
化
し
、


市
民
生
活
に
密
着
し
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ


る
上
・
下
水
道
事
業
で
は
、
人
口
減
少
等
の
影


響
に
よ
る
減
収
や
、
施
設
の
老
朽
化
及
び
そ
れ


に
伴
う
事
業
効
率
の
低
下
が
今
後
の
課
題
と


な
っ
て
い
ま
す
。


　


合
併
特
例
措
置
に
よ
り
優
遇
さ
れ
て
き
た


普
通
交
付
税
の
逓
減
に
備
え
て
、
経
常
経
費


の
縮
減
は
も
と
よ
り
、
積
立
基
金
の
増
加
や


地
方
債
現
在
高
削
減
等
の
積
極
的
な
財
政
改


革
は
評
価
さ
れ
る
も
の
の
、
中
・
長
期
的
に


見
れ
ば
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
環
境
下


に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。


長門市代表監査委員　鐘崎英二さん


【
特
別
会
計
と
公
営
企
業
会
計
】


　


特
別
会
計
は
、
特
別
の
事
業
を
行
う
場
合


に
、
特
定
の
収
入
（
例
え
ば
、
保
険
料
や
使
用


料
な
ど
）
を
も
っ
て
そ
の
事
業
に
あ
て
る
た


め
、一
般
会
計
か
ら
切
り
離
す
こ
と
で
、
経
理


上
そ
の
内
容
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
設
け
ら


れ
て
い
る
会
計
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
決
算
は


上
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。


　


長
門
市
の
公
営
企
業
会
計
で
あ
る
水
道
事


業
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
６
月
１
日
号


の
「
財
政
状
況
報
告
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。


財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
健
全
化
の
指
標


　


地
方
公
共
団
体
の
財
政
を
適
正
に
運
営
す


る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
地
方
公
共
団
体
の


健
全
化
に
関
す
る
法
律
」（
財
政
健
全
化
法
）


に
基
づ
き
、
長
門
市
の
財
政
健
全
度
を
判
断


す
る
４
つ
の
指
標
を
、
平
成
26
年
度
決
算
の


数
値
か
ら
公
表
し
ま
す
。
４
つ
の
指
標
は
次


の
と
お
り
で
す
。


①
実
質
赤
字
比
率


　


一
般
会
計
の
赤
字
額
が
標
準
財
政
規
模
に


　


占
め
る
割
合


②
連
結
実
質
赤
字
比
率


　


一
般
会
計
だ
け
で
は
な
く
全
会
計
の
赤
字


　


額
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合


③
実
質
公
債
費
比
率


　


一
般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る
借
入
金
の
返


　


済
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合


④
将
来
負
担
比
率


　


一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き
負
債


　


の
額
か
ら
、
基
金
な
ど
の
貯
金
を
差
し
引


　


い
た
額
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合


　


財
政
健
全
化
法
で
は
、
こ
の
４
つ
の
指
標


に
よ
り
市
の
財
政
状
況
を
「
早
期
健
全
化
（
イ


エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）」
と
「
財
政
再
生
（
レ
ッ
ド


カ
ー
ド
）」
の
２
段
階
で
判
断
し
ま
す
。
平
成


26
年
度
決
算
の
数
字
か
ら
算
出
し
た
長
門
市


の
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
健
全
財
政
の
範
囲
内


に
あ
り
ま
す
。


資
金
不
足
比
率


　


資
金
不
足
比
率
は
、
公
営
企
業
会
計
に
お


け
る
資
金
不
足
額
の
事
業
規
模
に
占
め
る
割


合
を
表
し
て
い
ま
す
。
長
門
市
の
公
営
企
業


は
い
ず
れ
も
資
金
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
。


　


資
金
不
足
額
が
経
営
健
全
化
基
準
を
超
え


る
と
、
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
自
主
的


な
経
営
健
全
化
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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監査を終えて


特別会計決算
会計 歳入 うち一般会計


からの繰入金 歳出


国民健康保険事業 55 億 3,216 万円 4 億 2,979 万円 52 億 4,932 万円


公共下水道事業 12 億 8,622 万円 4 億 1,917 万円 12 億 8,617 万円


湯本温泉事業 9,193 万円 6,121 万円 9,193 万円


漁業集落排水事業 1 億    689 万円 8,031 万円 1 億    689 万円


農業集落排水事業 5 億 7,661 万円 4 億 4,310 万円 5 億 7,661 万円


介護保険事業 37 億 6.307 万円 5 億 2,240 万円 36 億 7,513 万円


電気通信事業 1 億 2,654 万円 1,175 万円 1 億 2,654 万円


後期高齢者医療事業 6 億 2,925 万円 1 億 9,965 万円 6 億 1,617 万円


財政健全化判断比率
長門市 早期健全化基準 財政再生基準


①実質赤字比率 該当なし 12.90％ 20.0％


②連結実質赤字比率 該当なし 17.90％ 30.0％


③実質公債費比率 12.1％ 25.0％ 35.0％


④将来負担比率 48.3％ 350.0％ -


資金不足比率
資金不足比率 経営健全化基準


水道事業会計 該当なし


20.0％


公共下水道事業特別会計 該当なし


湯本温泉事業特別会計 該当なし


漁業集落排水事業特別会計 該当なし


農業集落排水事業特別会計 該当なし


※水道事業会計以外は準公営企業会計です


市有財産の状況
土地 237 万㎡


建物 25 万㎡


山林 5,289 万㎡


出資金 2 億 5,660 万円


基金 66 億 8,886 万円


基金の残高
基金の種類 金額


財政調整基金 21億 99万円


減債基金 8,503万円


職員退職手当基金 5億4,895万円


地域福祉振興基金 2億5,756万円


ふるさと・水と土保全基金 417万円


観光施設等整備基金 321万円


子ども教育ゆめ基金 961万円


香月泰男美術館運営基金 1億3,015万円


国民健康保険基金 1億5,426万円


国民健康保険高額療養費資金貸付基金 1,186万円


介護給付費準備基金 1億7,422万円


県収入証紙調達基金 92万円


土地開発基金 1億 9,845万円


すこやかながとワクチン基金 150万円


地域活性化基金 24億    798万円


長門市庁舎建設基金 ６億                円


合　計 66億8,886万円


地方債残高


会計 金額
一般会計 236億8,223万円
公共下水道事業特別会計 45億1,437万円
湯本温泉事業特別会計 1億2,499万円
漁業集落排水事業特別会計 4億2,833万円
農業集落排水事業特別会計 28億9,228万円


水道事業会計 37億1,291万円


特集■決算報告





